
払
口岡

説

E
U
の
東
方
拡
大
圏

の
課
題

石

井

伸

一

目

次

は
じ

め
に
l

E
U
拡
大

の
理
念

と
中

・
東
欧

VIVIIIIII

E
C

(
E
U
)

の
中

・
東

欧
支
援

拡
大
諸
国
と

拡
大
圏

の
現
況

ア
ジ

ェ
ン
ダ

ニ
○

○
○
、
労
働
力

移
動

中

・
東

欧

の
市
場

経
済
化

へ
の
移
行

キ
プ

ロ
ス
、

ト

ル

コ
の
問

題

E
U
の
機
構
改

革
と

ニ
ー

ス
条
約

お
わ
り

に

は

じ
め

に
l

E

U
拡

大

の
理

念

と

中

・
東

欧

1

西

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
は
統

合

に

よ

っ
て
戦

後

の
復
活

を

目

指

し
た

。

フ
ラ

ン
ス
、

ド
イ

ツ
の
石
炭

.
鉄
鋼

資
源

の
共

同
管

理

を
提

唱

し
た

フ

ラ

ン
ス

の

シ

ュ
ー

マ
ン
プ

ラ

ン
を

噛

矢
と

す

る

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
統
合

は

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
市

場
全

体

を

再
編
成

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
生
産

力
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の
向

上

を

図
り

、
市

民

の
生

活

水

準

を

豊

か

に
し

よ
う

と

い
う

も

の

で
あ

っ
た

。

こ

の
統

合

を

支

え

る

柱

は

、
民

主

主

義

、

平

和

、
自

由

、
平
等

と

い
う

価

値
観

で
あ
り

、

こ

れ

に
裏
付

け

ら
れ

た
統

合

に
よ

っ
て

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
に
歴
史

上
初

め

て

の
広

域

の
市
場

圏

を
作

ろ
う

と

い
う

試

み

で
あ

る
。

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
統

合

の
第

↓
歩

で
あ

る

一
九

充

.
年

の
欧

州

石
炭

鉄

鋼
共

同
体

条

約

の
調

印
時

に
は
、

ア

メ
リ
カ
、

ソ
連

に
対
抗

で
き

る

第

三

の
勢
力

を
構

築

し

た

い
と

い
う
狙

い
も
込

め
ら

れ

て

い
た

。

統

合

は

深
化

と

拡

大

の
路

線

に
基

づ

い
て
進

め

ら
れ

、
深

化

は

.
九

九

三
年

.
月

か

ら

の
市

場
統

合

、

九

九
年

一
月

か

ら

の
通

貨

統

合

、

つ
ま

り

ユ
ー

ロ
の
誕

生

に
よ

っ
て
経
済

分

野

で
は

一
つ
の
頂

点

に
達

し

た
。

政

治
分

野

で
は
、

ポ

ス
ト
冷

戦

に
発
生

し

た

民
族
紛

争

な
ど

地

域
紛
争

に
直

面

し

て
、

こ
れ
ま

で

の
欧

州

政

治
協

力

の
枠

組

み

で
は
対

応

し
き

れ
な
く

な
り

、
共

通

の
外

交

.
安

全
保

障

政
策

が

打

ち

出

さ
れ

、
政

治

統
合

の
歩

み
が
始

ま

っ
た
。

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
統
合

は
新

し

い
シ

ナ

リ
オ
を
創

っ
て

い
く

、
未

知

の
世

界

へ
の
航

海

な

の
で
あ

る
。

晶
方

、
拡

大

に

つ
い
て
は
、
条

約

で

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
国

は

共

同
体

に
加

盟
を

申

請

す

る
資
格

が

あ
り

、

E
E

C
が
発

足
し

た

一
九

五

八

年

時

の
原
加

盟
国

は
、

フ
ラ

ン

ス
、

ド
イ

ツ
、
イ

タ

リ

ア
、

ベ
ネ

ル

ッ
ク

ろ

二
国

の
六

力
国

で
あ

っ
た

が

、
六

↓
年

八
月

に
イ

ギ
リ

ス
・

デ

ン

マ
ー

ク
が
加

盟

を
申

請

し
た

。
イ

ギ

リ

ス
は

、

フ
ラ

ン

ス
の
栄

光

と

ア
ン
グ

ロ
サ

ク

ソ
ン

の
影
響

を

退

け

て
、
独

自

の

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

建
設

の
構

想

を

抱
く

ド
ゴ

ー

ル
大
統

領

か

ら
拒

否

さ
れ

、
六

七
年

充
月

に
再

び
加

盟

申
請

す

る

が
同
年

一
一
月

に
再
度

拒
否

さ

れ

る
と

い

う

一
幕

が
あ

っ
た

。
六

九
年

四
月

、

ド

ゴ

ー

ル
大

統
領

が
辞
任

し
た

後
、

七

三
年

一
月

に
、

イ
ギ

リ

ス
、

デ

ン

マ
ー

ク
・

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

が
正
式

に
加
盟

し

、

E
C

(六
七
年
に
E
E
C
、

ユ
ー
ラ
ト
ム
、
E
C
S
C
の
三
共
同
体
執
行
機
関
の
統
合

で
E
C
と
な
る
)
加
盟

は
九

力
国

と

な

る
。

そ

の
後

、

八

」
年

の
ギ

リ

シ

ャ
、

八

六
年

の

ス
ペ
イ

ン
、

ポ

ル
ト
ガ

ル
、
九

五
年

の
オ
ー

ス
ト

リ

ア
、

ス
ウ

ェ
ー

デ

ン
・

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

の
加

盟

で

現

在

E
U

(九
.一、年

」
.
月

の
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約

の
発
効
に
伴

い
、
E
C
か
ら
E
U
と
な
る
)
加

盟

国

は

一
五

力

国

と

な
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3

る
。一

一
一
世
紀

を

目
前

に
し

た

二
〇

〇
〇
年

時

の
最
大

の
拡

大

の
課

題

は

、
旧
東

欧

共

産

圏

の
中

.
東

欧

諸

国

の
加

盟
問

題

で
あ

る

。

E
C

は

一
九

七

四
年

に

コ
メ

コ
ン

(東
欧

の
経
済
相
玩
援
助
会
議
)
諸

国

に
対

し

て
、

貿
易

協

定

の
締

結

を

呼

び

か

け

た

が
、

ル
ー

マ

ニ
ア
以
外

め

コ
メ
コ
ン
諸

国
は
応

じ
な
か

っ
た
。
東
欧
と
呼
ば
れ
た

ヨ
占

ッ
パ
の
旧
共
産
圏
諸
国
は
、

冗

五
四
年

に
西
ド
イ

ツ
の
再
軍
備
と
北

大

西
洋
条

約

機

構

(N
A
T
O
)

へ
の
加

盟

が

認

め

ら

れ

る
と

、

こ
れ

に
反

発

す

る

ソ
連

と
東

欧

諸

国

が

一
九

五

五
年

ワ

ル
シ

ャ

ワ
条

約

を

結

び
・
東

西

対

決

が
続

い
て

い
た
。

た
だ

一
方

で
は

、
民

族

主
義

の
傾
向

の
強

い
東

欧

諸

国

で
は

、
自

由
化

を
希

求
す

る
動
き

が

み
ら

れ
た

。

一
九

五

三
年

の

ハ
ン
ガ

リ
ー

の
反

ス
タ

ー
リ

ン
暴
動

、

五

六
年

の
ポ

ー

ラ

ン
ド

の
ボ
ズ

ナ

ン
に
お
け

る

民
セ
化

要

求

の
暴
動

、
六

八
年

の
チ

ェ
コ
ス

ロ
バ
キ

ア
の
民

主

化
運

動

「
プ

ラ

ハ
の
春
」

な

ど

が
あ

る

が
、

い
ず

れ

も

ソ
連

軍

の
戦
車

で
封

じ
ら

れ
た

。

東
欧

に
お
け

る
対

立

か
ら
和

解

へ
の
動

き

は
、
貿

易

以
外

に
、

西
ド

イ

ツ
の
ウ

ィ
リ

ー

・
プ

ラ

ン
ト
首
相

に
よ

る

「東

方

外
交

」

も

そ

の

一
つ
に
挙

げ

ら
れ

る

。

一
九

六
九
年

、

ポ

ー

ラ

ン
ド
と

和
解

し

、
東

西
両

ド

イ

ツ
に
よ

る
基

本
条

約

の
成

立

に
漕
ぎ

つ
け
た

。

そ
れ

以

上

に
・
東

西

間

の
関

係

改
善

に
は
、

一
九

八

五
年

に

ソ
連

共
産

党

の
書

記

長

に
就
任

し
た

ミ

ハ
イ

ル

・
ゴ

ル
バ
チ

ョ
フ
が
果
た

し

た
役

割

り

が
大

き

い
。

ゴ

ル
バ
チ

ョ
フ
書
記

長

は
、

「
ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
家

」

の
新

思
考

外

交

を

進

め

、

一
九

八

八
年

に

コ
メ

コ
ン
と

E

C

の
間

に

協

力

関
係

が
成

立

す

る
。

一
九

八
九

年

一
二
月

、

ゴ

ル
バ
チ

ョ

フ
書

記
長

と

ア
メ
リ

カ

の
ブ

ッ
シ

ュ
大

統
領

は

マ
ル
タ
で

「
冷
戦

の
終

結

」
を

心日
三
爵
し

た

が
、

八

九

年

は
東
欧

の
自

由

化

革
命

の
年

と

な

っ
た

。

七
月

に
ポ

ー

ラ

ン
ド

の
自

由
選

挙

で
連

帯

が
圧

勝

、

一
〇
月

に

ハ
ン
ガ

リ
ー

で
共

産
主
義

を

放
棄

す

る
新

憲

法

の
採

択

、

一

一
月

に

ベ
ル
リ

ン
の
壁

の
崩

壊

と
続

い
た
。

ソ
連

型
社

会
主

義

が
否
定

さ

れ
、
複

数
政

党
制

に
基

づ
く

政
治

改
革

が
進

み
、

ま

た
市

場
型

経
済

化

が
取

り

入

れ
ら

れ

る
な

ど

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

へ
の
回
帰

と
も

受

け
止

め

ら
れ

る
事
態

が
起
き

た

。

こ

の
東
欧

の
自

由

化
革

命

、
冷

戦

の
終

結

は
、

E
C

(E
U
)
が

中

・
東
欧

へ
拡
大

す

る
大

き

な
弾

み
と

な

っ
た

と

い
え

よ
う

。
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I

E

C

(
E

U
)

の
中

・
東

欧

支

援

E

C
は

、
九

八

〇
年

代

か
ら

中

・
東
欧

諸

国

の
自

由

化

を
支

援

し

て
き

た

が
、

そ

の
契

機

と

な

っ
た

の
は

八
九
年

七
月

の
パ
リ

の

ア

ル

シ

ュ
主

要

国
首

脳
会

議

で
あ

っ
た
。

ア
ル

シ

ュ

・
サ

ミ

ッ
ト

で
は

ポ

ー

ラ

ン
ド

と

ハ
ン
ガ

リ
ー
を

支
援

す

る

こ
と

を
決

め

た
が

、
そ

の
窓

日

は

E
C

の
担
当

と

な

っ
た

。

こ
れ

を
受

け

て
、

E

C
は
欧

州
委

員

会
内

に

P
H

A

R
E

弔
。一。σq=
①・
=
o
縄

「貫

〉
。。。・一ω雪

。Φ

妙
冨

寄
8
ロ
ー

ω欝

6臨
8

国
6
§
o
自
Ω
蓉

}
・
ポ

ー

ラ
ン
ド
、

ハ
ン
ガ

リ

ー
経
済

再

建
支

援

の
部

局
を

設
概

し

て
対

応

し

た
。

そ

の
後

、
西
側

先
進

.
、四

力
国

(現
在

の
O
E
C
D
加
盟
国
)
に
よ

る
支

援

国
会

議

・
G

24

の
調
整

機

関
と

し

て
機

能

し

、

G

24

の
支

援

は

チ

ェ
コ
、

ス

ロ
バ
キ

ア

(ポ
ー
ラ

ン
ド
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
を
含
め
て
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
諸
国
と
呼
ば
れ
る
)、

ブ

ル
ガ

リ

ア
、
東

ド
イ

ツ
、

ユ
ー
ゴ

ス

ラ
ビ

ア
、
次

い
で

ア

ル

バ

ニ

ア
、

ル
ー

マ

ニ
ア
、

ス

ロ
ベ

ニ
ア
、

バ

ル
ト

三
国

へ
と
適

用

が
拡

大

さ
れ

た

。

P

H

A

R
E
計

画

は
、
⑦

国
有

企

業

の
再
構

築

と

民
営

化

、
②

民
間

部

門

、
特

に

中

小

企

業

に
対

す

る
援

助

、
③

財

政

・
金

融

制

度

(税
、
銀
行
、
保
険
)
な

ど

に
及

ん
だ

が
、
市

場
型

経

済

へ
の
移
行

を
支

援

す

る

た

め

フ
ラ

ン

ス

の
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

で
欧

州

復

興

開
発

銀

行

(閏
じd
即
P
南
籠
。
需
彗

じd
卸
鼻

貯

菊
①
8
・
。。冒

&

自

帥
民

0
2
巴
。
℃
ヨ
Φコ
楢)
が

ロ

ン
ド

ン
に

一
九

九

〇
年

に
設

立

さ
れ

、

中

・
東

欧

、

旧

ソ
連

圏

に
資

金

援
助

を

行

っ
た

。
ま

た

、

一
方

で
、

中

・
東
欧

諸

国

が
政

治

、
経

済
改

革

で
手

」
杯

の
中

で
、

支
援

計

画

は
政
治

面

を
含

め

た

包
括

的

な

範
囲

に
わ
た

り

、

E

U
に

よ
る
連

合
協

定

の

、
つ
で
あ

る
欧
州

協

定

(国
ロ
8
需

猪

「①①
ヨ
①
口
じ

が

一
九

九

.
年

か

ら

瀦
九

九

六

年

六
月

ま

で
に
、

ハ
ン
ガ

リ

ー
、

ポ

ー

ラ

ン
ド

、

チ

ェ
コ
、

ス

ロ
バ
キ

ア
、

ブ

ル
ガ

リ

ア
、

ル
ー

マ

ニ
ア
、

ス

ロ
ベ

ニ
ア
、
そ

れ

に
バ

ル

ト

三
国

の

エ
ス
ト

ニ
ア
、

ラ
ト

ビ

ア
、

リ

ト

ア

ニ
ア
と

の
問

に
結

ば

れ

た
。

連

合
協

定

の
批
准

に
は
時

間

を
要

す

る

の

で
通

常

は

、
暫
定

的

な
協

定

が

結

ば
れ

る
。
連

合

協
定

は
多

く

の
場
合

、

一
〇
年

間

の
期

限

内

に

E

U
と

協
定

締

結

諸
国

の
間

に
」
業

製

品

に
関
す

る
自
由

貿

易
地

域

を
創

出

す

る

こ
と

を

目
指

し

て

い
る
が
、

例
外

は
、

E

U
自

体
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の
自
由
化

が
緩
慢
で
・
ま
た
制
限
さ
れ
て
い
る
石
炭
、
鉄
鋼
、
繊
維
製
品
と

い
っ
た

セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
部
門
と
共
同
体
内

で
優
遇
措
置
が

ヘ
ユ

リ

適
用
さ
れ

て

い
る
農
産
物
で
あ

る
。

こ
れ
ら
例
外
品
目
は
減

っ
て
は
き

て
い
る
が
、
中

・
東
欧
諸
国

の
輸
出

の
相
当
部
分
を
占

め
て

い
る
。
連
合
協
定
を
結
ぶ
初
期

の
交
渉

の
段
階

で
論
議
と
な

っ
た

の
は
、
労
働
力

の
畠

な
移
動
で
、
中

東

欧
諸
国
か
ら
の
強

い
圧
力

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

E
u
側
は
譲
歩
し

な

か

っ
た

。

E
U
域
内

の
失

業

率

が
高

い
こ
と

か

ら
、

移

民

に
対

し

て
社
会

の
反
発

が
強
く

、

ま

た
、

中

.
東
欧

諸

国

か
ら
西

側

へ
の
移

　
　

ね

動

の
圧
力

が
高
ま
る
と

い
う
状
況

の
下
で
、

E
U
側
は
柔
軟

に
対
応
す
る
余

裕
は
な
か

っ
た
と

さ
れ
る
。

こ
の
他
、
連
合
協
定

の
内
容
と

し
て
、
①
定
期

的
な

二
国
間
対
話
を
通

じ
た
政
治
対
話
、
②

経
済
協
力
、
③

財
政
協

力
、
④

文
化
協

力
・
⑤
法
律

の
整
備
が
あ

る
が
、
連
合
協
定
を
通
じ
て
E
C
、
E
U
は
中

東

欧
諸
国

に
E
U
加
盟
を
漸
進
的
に
可
能

に
す
る
門
戸
を
開

放

し

て

い
る

。

EUの 東方拡大圏の課題

 

5

皿

拡
大
諸
国
と
拡
大
圏
の
現
況

現
在

の
加
盟

左

力
国
に
加
え
て
新
規
加
盟
を
申
請

し
た
国
は
、
ト

ル
コ
が

充

八
七
年

四
月
、
キ
プ

・
ス
と

マ
ル
タ
が

充

九
〇
年

七
月

・

九

四
年

{
月

三

一
日

に

ハ
ン
ガ

リ
ー

、

四
月

五

日

に
ポ

ー

ラ

ン
ド

が
申

請

し
、

二

〇
〇

一
年

五
月

現

在

で
、

E
U
加

盟

申

請

国

は

・

中

東

欧

諸

国

の

ハ

ン

ガ

リ

ー

、

ポ

⊥

フ
ン
ド

、

チ

ェ

コ
、

ス

・

バ

キ

ア

、

ス

・

ベ

ニ

ア

と

南

.
東

欧

諸

国

(
バ

ル
カ

ン
)

の

ブ

ル

ガ

リ

ア
・

ル

ー

マ

ニ
ア

と

バ

ル

ト

ご
国

の

エ
ス

ト

ニ
ア

、

ラ

ト

ビ

ア

、

リ

ト

ァ

ニ
ア

、

地

中

海

に

浮

か

ぶ
島

国

キ

プ

・

ス
、

マ
ル

タ

、

そ

れ

に
ト

ル

コ
の

13
力
国

で
あ

る
。

冷
戦

時

に

は

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
共
産

圏

諸
国

を

東
欧

と
呼

ん

で

い
た

が
、

冷
戦

が
終

結

し

、
東
欧

で
自

由

化

を
希

求

す

る
市

民

革
命

が
起

き

た

以
降

は

、
中

欧

を

名

乗

る

国

が
増

え

て
き

て

い
る
。

近
年

で
は
、

例

、姦

.
6

0

0
年

時

に
は
、

ポ

ー

ラ

ン

ド

・

チ

ェ

コ

・

ス

・

バ

キ

ア

、

ハ

ン

ガ

リ

ー

、

ス

・

ベ

ニ

ア

を

中

核

中

欧

、

ウ

ク

ラ

イ

ナ

、

ベ

ラ

ル

ー

シ

、

リ

ト

ア

ニ

ア

、
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ポ

ー

ラ

ン
ド

が

一
〇
年

後

に
は
新

中
欧

に
な

る
と

い
う

見
方

も
出

て

い
る
。

ま
た

旧
中

欧

は
、

旧
東

ド
イ

ツ
と

中
核

中

欧
と

ブ

ル
ガ
リ

ア
、

ル
ー

マ
ニ

ア
と

し

て

い
る

(図
U
1

1
)
。

E
U
は
加
盟

に

必
要
な

政
治

的

、
経

済

的
基
準

を

一
九

九

三
年

六

月

の

コ
ペ

ン

ハ
ー

ゲ

ン
の
首

脳

会

議

で
設
定

し

た

。

こ

の

コ
ペ

ン

ハ
ー

ゲ

ン
基

準

は
、
①

民

主
主

義

(議
会
制
民
セ
主
義
、
複
数
政
党

制
な
ど
)、
法

の
支

配

、
基

本

的

人

権

、

小

数

民

族

の
尊
重

と
保

護

を
保

障

す

る
安
定

し

た
制

度

、

②

市

場

経

済

が

機

能

し

、

E

U
域

内

の
競

争

圧

力

、
市

場

の
力

に
対
処

で
き

る
こ
と

、
③

政

治

、

経

済
、

通
貨

同
盟

の
目
的

を

支
持

し

、

E

U
加

盟

国
と

し

て
の
義

務

を

果
す

能
力

が

あ

る

こ
と

が
設

定

さ
れ
た

。
法

の
支

配

に

つ
い
て
は
、

加
盟

す

る

た
め

に
は

必
要

な

行
政

上

の
体
制

を

整
え

る
必
要

が
あ
り

、

E

U
加
盟

国

が
積

み
重

ね

て
き

た
法

体

系

の

総

体

で

あ

る

ア

キ

・
コ

ミ

ュ

ノ

テ

ー

ル
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図 皿zEC,EUの 歩み とEU拡 大 圏
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⑩ ギ リ シ ャ

1986年EC12ヵ 国
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12{工⇔2-20〔}5に加 盟の見込み1

加 盟 候 補 国

(⇒}うトJレ コ

(2001年8月lll王 見1午)

れ

て

い
る

。

(>
B
巳
ω
8
ヨ
ヨ
§

き
巳
港
。。)
を
受

け

入

れ
な

く

て
は
な

ら
な

い
。

ア
キ

・
コ
ミ

ュ
ノ
テ

ー

ル
は
基
本

的

に
は

、
条
約

、

発
効

し

た
法

律

、

司
法
裁

判

所

の
判

断

の
総
体

を

い
う

が

、
欧

州
委

員

会

が
加
盟

申

請

国

に
対

し

て
三

」
の
分

野

に
わ

た

っ
て
審

査

・
検

討

を
行

っ
た
。

こ

の
三

一
の
分

野

に

は
、
人

、
物

、

資
本

、

サ

ー
ビ

ス

の
自

由

移

勲

経
済
通
貨
同
盟
・
電
気
通
信
と
情
報
技
術
、
環
境
、
司
法
、
内
務
分
野

の
協
力
、
共
通
外
交
、
安
全
保
障
政
策
、
税
制
な
ど
が
含
ま
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E
U

は
、
九

四
年

の
中

.
東

欧
諸

国

の
加
盟

申

請

に
直

面

し

て
、
九

六
年

...月

か

ら

E
U

の
拡
大

を

念
頭

に
置

い
た

マ
ー

ス
ト

リ

ヒ
ト

条

約

を

見
直

す
政

府

間
協

議

(I
G
C
)
を

開
始

し

、
九

七
年

六
月

の

ア
ム

ス

テ

ル
ダ

ム

の
首

脳

会

議

の
討

議

を

経

て
、
同
年

・
:
1ー

の

ル

ク

セ

ン
ブ

ル
ク

の
首

脳
会

議

で
、

E

U
拡

大

の
進

め
方

に

つ
い
て
基

本

的

な
合

意

に
達

し

た

。
①

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
旧
共

産

圏

の

ハ
ン
ガ

リ
ー

、
ポ

ー

ラ

ン
ド
、

チ

ェ
コ
、

ス

ロ
ベ

ニ
ァ
、

エ
ス
ト

ニ
ア
と

キ
プ

ロ
ス

の
六

力
国

と

九

八
年
春

か
ら
新

規
加

盟

の
政

府

間
交
渉

を

開

始
す

る
、
②

ブ

ル
ガ
リ

ア
、

ル
!

マ

ニ
ア
、

ス

ロ
バ
キ

ア
、

ラ
ト

ビ

ア
、

リ
ト

ア

ニ
ア
κ

力
国

と

f
備

折

衝

に
人

る

こ
と

が
決

ま
り

・

E

U
と

Φ

の
六
力
国

と

の
間

に
九

八
年

.、。月

..、
、
日

か

ら
正
式

な
加

盟

交

渉

が
始

ま

っ
た

。
そ

の
後

、

③

の
κ

力
国
と

マ
ル
タ
と

の
間

で
も

.

.○

○

○
年

、
、月

一
亙
日

か

ら
加

盟

交
渉

が
始
ま

っ
た

。
ま

た

、
ト

ル

コ
に

つ
い
て
は

、
九

九
九
年

の

ヘ
ル
シ

ン
キ

の
首

脳
会

議

で
正

式

な

E

U
加
盟

候
補

国

と

し

て
承
認

さ

れ
た

(図
n
-
2
参
照
)。

こ

の
第

、
次

、

第

二
次

の
加

盟

申
請

国

が

E

U

に
参

加

で
き

た
と

す

る
と

、

E
U

の
加

盟

国

は
現
在

の

、
κ

力
国

か
ら

=
ヒ

カ
国

に
拡

大

し

、
人

口
は
現
在

の
.、.億

七

κ

○
○

万
人

か

ら

四
億

八

.
○

○
万

人
と

現
在

の
人

口

の
、
.八

%
増
と

な
り

、

中
長

期
的

に
み

た
場
合

、

人

日

圧
億

人
と

い
う

広
大

な

市

場
圏

が
形

成

さ

れ

る

こ
と

に
な

る
。
た

だ

し

、

G

D
P

で
は

、
九
九

年
段

階

で
は

四

.

.
%

プ

ラ

ス
で
あ

る
。こ

の

ル
ク
セ

ン
ブ

ル

ク

の
首

脳
会

議

は

.
:

世
紀

に
向

け
た

E

U
拡

大
交

渉

の

、
応

の
下
・順
を

決

め
た

が

、

E
U

に
と

っ
て
も

機

構
改

革

な
ど
受

け
入

れ
態

勢

の
f

直

し

が
求

め
ら

れ

た
。

新
規

加

盟

の
対
象

国

は
産

業

に
占

め
る

農
産

物

の
割
合

が
高

く

、

現
在

の
共

通
農

業

政

策

の
ま
ま

で
は
財

政
的

破

綻
を

招
く

恐

れ

が
あ

り

、

E

U

の
農
業

保

護

政
策

は
改

革

を
追

ら
れ

て

い
る
と

い
え

る

,
ま

た

、
加

盟
国

の

拡
大

に
伴

い
意

思

決
定

機

関

で
あ

る
閣

僚

理
事
会

の

メ
ン
バ

ー
が
増

え

、
全

会

.
致

制

の
場

合

に

は
合
意

に
至

る

の
は
困
難

視

さ

れ

る
・

こ

の
た

め

、
全
会

.
致

の
領

域

を
少

な

く

し
、
特

定

多

数
決

で
決

定

で
き

る
範

囲
を

拡
大

し

、

そ
れ

に
付

随
す

る
加

盟

国

に
割

り
当

て
ら

れ

る
票

の
配
分
を

見
直

す

必

要

が
あ

る
。

ま

た
現

在

.

.○
名

で
欧

州
委

11

会
を

構

成
す

る
委

員

の
数

の
見
直

し

な
ど

も
含

め

て
大

胆
な

…機
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構
改
革

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

三

ア
ジ

エ
ン
ダ

ニ
○

○

○

、

労

働

力

移

動

炊

州
委

員
会

は

・
九

七

年

ヒ

月
、

ア
ム

ス

テ
ル
ダ

ム
条

約

の
合

意
を

受

け

て
、

E
U

の
拡

大

に
備

え

て
E
U
政

策

を
包

括
的

覧

直

す

讐

廷
日
・

ヲ

ジ

ェ
ン
ダ

δ

・

・
L
を

発

芒

た

。

こ

の
報

告
廷
ぼ

第

、
に

、
拡
大

に
対

処

し

て
、
持

続

可
能

な
成

長

と

矯

の
創

出

を
窺

し

・
良

生
活

水

準

の
改

協
・
を
図

る

た

め

E

U
政
策

を

強
化

・
改
革

す

る

こ
と

、
第

.
に

は
、

E

U
拡

大

に
向

け

た
交

渉
を

進

め

る
た

め
茄

盟

申
請

諸

国

の
稀

を

支
援

す

る

こ
と

、
第

.・に

、
拡
大

に
備

え
た

財

政
改

革

を
図

り

、

E
u

の
轟

規
模

を
加

盟
各

国

の
名

14

の
禺

総
生

彦

G
D
ヒ

の
合

計

額

の

.

・
.
.ヒ

%
を

ヒ

限

と

し

た

規

模

に
抑

、蓉

が

ら

拡

大
資

金

の
捻

出

を

図

る

こ
》
三

し

て

い
る

。

こ

の
報

告

靴
。
は
類

加
盟

申

請

国

の
中

で
加
盟

の
希

と

な

る

コ
ペ

ン

↑

ゲ

ン
基

準

を

す

べ
て
満

た

し

た
国

は
な

い
が
、

ハ
ン
ガ

リ

ー
・
ポ

⊥

フ
ン
ド

・

チ

ェ
コ
・

ス

・
ベ

ニ
ア
、

エ
ス
ト

ニ
ア
、

キ
プ

・

ス
は
八
'
後

の
努

力
次

第

で
中
期

的

に
条

件

を
満

た
す

罷

性

が

あ

る
と

し

て
加

盟
交

渉

を
勧

告

し

た
.
ま

た

、

ブ

ル
ガ

リ

ア
、

ル
↓

ニ
ア
、

ス

・
バ
キ

ア
、

一フ
ト
ビ

ア
、

リ
ト

ァ

ニ
ア
に

つ

い
て
は

、

E

u
制
度

と

の

・
体

化

の
遅

れ
、

民
仁

義

の
護

が

↑

分

な
ど

の
理

山

で

こ
の
段

階

で

の
交

渉

開
始

の
禦

口
は

見
塔

り
れ
た

。

例
え

ば

・

こ

の
段

階

で
加

盟

が
最

も
確

実
視

ざ
れ

る

ハ
ン
ガ

ー

に

つ

い
て
は

、
九

四
年

、
、月

に
発
効

し

た
欧

州

協
定

に
磐

い
て
加

盟

の
準

備

は
進

展

し

て

い
る
と

し

、
次

の
様

に
結

論

づ

け
た

。

六

ン
ガ
リ
ー
は
法

の
支
配
と
人
権
、
小
数
民
族

の
肇

・
保
護
を
保
証
す

る
体
制
を
有
し
、
民
歪

義

の
特
徴
を
発
揮
し
て

い
る
。

②
市

場

経

済

が

機
能

し

て

い
る
と

み

な
す

こ
と

が

で
き

、
中

期

的

に
は

E

u
内

で
競

争

ヒ

の
圧

力

と
市

場

の
力

に
対

処

で
き

る

で
あ

ろ

う

。
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ヨ

ノ⑤

E
U
の
既
存
法
を
効
果
的

に
適
用
し
、
実
施
す

る
た
め

の
制
度
を
持

つ
た
め
に
は

、
層

の
行
政
改
革
が
不
可
欠
と
な

ろ
う
。

ハ
、〆
ガ

リ
ー

は

冗

九

〇
年

の
白

由

選

挙

で
発

足

し
た

ア

ン
タ

ル

・
ヨ
ー
ジ

ェ
フ
首

相

(漸
進
的
改
革
を
政
策
に
掲
げ
る
柴

フ
ォ
⊥

フ
ム

の
議
長
)
が
主

導

す

る
連

、肱
内

閣

が

、
困

難

な
変
革

の
環
境

の
中

で
、

民
セ

化

と

計

画

経
済

か

ら
市

場

経

済

へ
の
移

行

と

そ

の
た

め

の
法

制
度

の
整
備

、

そ

れ

に
新

外
交

.
防
衛

政
策
を

改

革

の
中

心

に
据

え
た

。

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
合
衆

国
建

設

を
呼

び
か

け
た

チ

ャ
ー

チ

ル

の
提

唱

を
契
機

に

.
九
四
九
年

に
結
成
さ
れ
た
欧
州
評
議
会

8
。
含

剛
島

暮

星

に
九

〇
年
代

に
加
盟
し
、
欧
州
人
権
条
約

の
当
事

国
と
な

っ

た

こ
と

か

ら

、

コ

ペ

ン

ハ
ー

ゲ

ン
基

準

の
人

権

の
項

目

を

ク

レ

ア
し

た

。

ま

た

、

九

一
年

一
.
一月

に

は

E

U
と

欧

州

協

定

を

結

び

・

E

U

加

盟

の
階

段
を

着

実

に
登

っ
て
き

て

い
る
。

イ
ギ

リ

ス
と

デ

ン

了

ク
を

除
き

、

こ
れ

ま

で
加
盟

申

請

国
と

E
u
と

の
間

に

は
畠

貿
易

協
定

や
欧

州
経

済

地
域
協

定

(国
田

ー

.
九
九

奪

1
月
に
調
印
さ
れ
た
自
山
貿
易
地
域

で
、
E
U
と

E
F
T
A
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
・
ノ
ル
ウ

ェ
ー
・

リ
ヒ
テ
ン
シ

ュ
タ
イ
ン
が
加
盟
)
が
加

盟

へ
の
準

備

の
枠

組

み

と

し

て
存

在

し

た

が

、

こ
れ

ま

で
体

制

を

異

に
し

た

旧

共

産

圏

の

ハ
ン
ガ

へも
ヨ

　

リ
ー

の
場

合

は

こ

の
欧

州
協

定

が
機

能

し

て

い
る

と

い
え

よ
う

。

経

済

面

で
は

、

国
営

企
業

、

政
府
機

関

の
賃

土

げ

の
抑

制

、
公

共
投

資

の
凍

結

な

ど
経

済
安

定
化

政
策

を
打

ち
出

し

・
国

際
通

貨
基

金

(I
M
F
)
は

九

六
年

、
期

間

.
一年

間

の
..億

八
七

〇

〇
万

ド

ル

の
融
資

承

認
を

発
表

し
金
融

支

援
を

行

な

っ
た

。
ま

た

ハ
ン
ガ

リ
ー
は

・

ポ

ー

ラ

ン
ド
、

チ

ェ
コ
と
共

に
先

進

ク

ラ

ブ

の
O

E

C

D
に
加

盟

し

、
貿

易

面

で
は

九

八
年

L
半

期

の
対

E
U
貿

易

が

・
輸

出

が

ヒ

・

%

、
輸

人

が
し

一.、
・
六

%

へ
と
伸

び

、

ド
イ

ツ
、
オ

ー

ス
ト

リ

ア
な
ど

海
外

か
ら

の
直

接

投
資

も

増
え

、
市
場

型
経

済

の
自

由
化

が
進

ん

で

い
る
。

た
だ

、

ハ
・ノ
ガ
Y

科

学

ア
カ

デ
、、、
轟

済

研

究
所

の

エ
ヴ

ァ

牙

ジ

ュ
バ

ル
ト
は

、

-

M

F
、

E

U
の
援

助

支
援

と

の
関

連

で
、

ぐ

ノ
ガ

リ
ー
経

済

は

、
安
定

化

、
畠

化

、
民

営
化

(・・曇

§

碁

器

一§

8

も

「団壽

き

薫
)
計

画

に
基

づ

い
て
市

場

経
済

化
を

進

め

て

い
る
が

、
市

民

の
間

に
は
、
経

済

の
効

汝
㍗
化

の
推

進

を
支

持
す

る
h戸
が
あ

る
反
面

、

そ
れ

に

よ

る
福
祉

へ
の
し

わ
寄

せ

で
貧

困
層

が
増

え

る
問
題

が
起

き

、
体

制

転
換

に
伴

う
社

会

の
歪

み

に
直

面

し

て

い
る
実

態

を
明

ら

か

に
し

た

(:
○
○
○
年

:

月

・
H
・
神
奈

川
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大
学
経
済

学
会
講
演

会

)
。

ア

ジ

エ
ン

ダ

・
、
○

○

○

の
報

告

書

の
発

表

後

、

欧

州

委

員

会

は

、

加

盟

申

請

国

別

に

、

短

期

(九

八
年

)
と

中

期

に

分

け

た

実

行

す

べ

き

優

先

課

題

を

ま

と

め

た

「
加

盟

の
た

め

の

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ
プ

」

と

い
う

文

書

を

発

表

し

た

,

こ

の
加

盟

の

た

め

の

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ

(>
R
Φ
ω
。。
一。
コ

霊

二
零

笏
7
一〇
。。
)

は

、

九

ヒ

年

、
.
.月

の

ル

ク

セ

ン
ブ

ル

ク

の
首

脳

会

議

で

、

加

盟

前

の

E

U

戦

略

の

ド

要

な

イP
段

と

し

て
承

認
を
得

て

い
る

。
産

業
構

造

改
革

、
国

内

市
場

、

司
法

丙

政

、
農

業

、
環

境

な

ど
項

H

別

に
な

っ
て

い
る
。
農
業

に

つ
い
て
は

、

E

U
共

同
体

予
算

の
六

〇
%
前

後

を
占

め

、
最

大

の
f
算
項

目

で
あ

る
共

通
農

業
政

策

に
大

き

く
関

わ

る
た

め

、
申

請

国

の
農
業

が
財

政

的

な
負

担

に
な

ら
な

い
こ
と

が
求

め
ら
れ

て

い
る
。
加

盟

の
た

め

の
条

件

で
あ

る

コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ

ン
基

準

に
は
含

ま

れ

て

い
な

い
が

、

E

U
予
算

の
負

担

に
な
ら

な

い
こ
と
も

加
盟

の
た

め

の
暗
黙

の
条

件

と

も

い
わ

れ

る
。

、
九

九

八
年

三
月

に

ロ

ン
ド

ン
で
E

U
加

盟
希

切
匠
国

と

E

U

一
五
力
国

の
間

で
、
初

の

「欧

州
協

議
会

臼
霞
。
℃
窪
コ
○
)鼠
零
窪
∩。
二

を
開

き

、

ハ
ン
ガ

リ
ー
、

ポ

ー

ラ

ン
ド

、
キ

プ

ロ
ス
な
ど

六

力
国
と

の
加
盟

交

渉

の
開

始
を

決
定

し
た

が
、

そ

の
際

、

[加

盟

の
た

め

の
パ
ー

ト

ナ

ー

シ

ッ
プ

」

の
短

期

口

標
を

ベ
ー

ス

に
行

わ

れ

た

。と

こ
ろ

で
、
加
盟

申

請

国

に

つ

い
て
は
、

P
H

A

R

E
計

画

に

よ

る
支

援

、
欧

州
協

定

の
締

結

な
ど
様

々
な
形

で
加

盟

の
準

備

支
援

を

E
C

(E
U
)
は
行

っ
て
き

て
お
り

、
ま

た
欧

州

委
員

会

は
、

「
ア
ジ

ェ
ン

ダ

、
.○

○

○
」

報

告
書

、

「
加

盟

の
た

め

の
パ
ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ
」

文
書

の
発
表

以

降

、
申

請

国
ご
と

に

「
現
況

報
告

」

を
作

成

し

、
準

備
状

況
を

報

告

し

て

い
る
。

ポ

ー

ラ

ン
ド
は

ハ
ン
ガ

リ

ー
が

一
九

九

四
年
∴
・、月

に
加

盟
申

請

し

た

翌
月

の
四
月

に
加
盟

申

請

し
、

九

八
年

、、.月
末

か

ら
加

盟
交

渉

が

開
始

し

た
。

ポ

ー

ラ

ン
ド
は

.
九

八
九

年

か

ら

P
H

A

R
E
計
画

の
支
援

を
受

け

、

農
業

、
投

資

、
人

材
育

成

な
ど

の
再
構

築

を
進

め

て

い
る
。

ま

た

ハ
ン
ガ
リ

ー
と

同

じ
時
期

の
九

・
年

'
・
一月

に

E

C
と

の
問

に
欧
州

協

定
を

締

結

し
、

国
内
法

を

E
U

の
法

体
系

に
近
づ

け

る
法
体

系

の
整

備

に
取

り
紅

ん

で
き

て

い
る

.

E

U
法

体
系

の
総

体

「
ア
キ

・
コ
ミ

ュ
ノ

テ
ー

ル
」

を

国
内

法

に
取

り

人

れ
る

べ
く
首

相



12商1経 論 叢 第37巻 第1号(1{)i}

府
に
欧
州
統
合
小
委
員
会
事
務
局
を
設
け

て
準
備
を
進
め
て

い
る
。
経
済
基
準

に

つ
い
て
は
、

マ
ク
ロ
的
見
地
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
経
済

の

　
ユ

ね

堅
調

な

推

移
が
確

認

で
き

る
。

そ

れ

に
よ

る
と
、

外

国

か
ら

の
直

接
投

資

は

、
九

九

四
年

か

ら
九

ヒ
年

に
か
け

て
約

四
倍

増
え

、
対

外

債

務

、

イ

ン

フ
レ
率

、
失

業

率

は
減

少

傾
向

に
あ

っ
た

。
産
業

構

造

は
少

数

の
大
手

の
国

営
企

業

と
多

数

の
中

小
企

業

か
ら
構

成

さ

れ

て

い

る
が

、
特

に
金

融

と
郵

便

の
国
営

企
業

の
民
営

化

、
白

山
化

と

、
鉄

鋼

、

石
炭

、
造

船
各

部

門

の
競
争

力

の
向

L

が
課

題

で
あ

る

、
国

営

企
業

の
民

営
化

と
企

業

の
効

率

化

は
、

社
会

㌃
義

経

済
体

制

ド

で
多

数

の
労

働
者

を

抱
え

て
き

た
国
営

企
業

の
再
構

築

の
大

き

な
課
題

で

あ

る
と
共

に
国
家

的

改
革

事

業

な

の
で
あ

る
。

こ
れ

は

E
U
か

ら

の
見

方

で
あ

る

が
、

、
九

九

.
年

.
、
、月

に

E

U
と

の
間

に
欧

州

協
定

が
調

印

さ

れ

た

あ

と

、

ポ

ー

ラ

ン
ド

の
食

糧

、
鉄

鋼

、

繊
維

、
化

学

製
品

は

E
U
市
場

へ
の

ア
ク
セ

ス
を

厳

し
く
制

限

さ
れ

、
労
働

者

は

E

U

の
単

.
市
場

で

の
労
働

は

認

め
ら

れ

コ

の

ア

て
お

ら
ず

、

ポ
ー

ラ

ン
ド

の
E

U
加

盟

交
渉

は

セ

ン
シ

テ
ィ
ブ

な
分

野
を

め
ぐ

っ
て
内

部

に
問
題

を

孕

ん

で

い
る
と

も

い
え

、

E

U

の
共

通
農

業

政
策

も
加

盟

国
側

が

つ
き

つ
け

た
課

題

の

一
つ
で
も

あ

る
。

ポ

ー

ラ

ン
ド

の
農

業

に

つ
い
て
は
、
貿

易

の
障

壁

の
撤
廃

に
よ

っ
て

大

規
模

農

場

は
恩

恵

を
受

け

る

で
あ

ろ
う

が

、
小

規
模

な
多

く

の
農
場

は

、
自

由
化

に
よ

っ
て
消
費

者

が
高

品
質

の
食

品

を
好

む

と

こ

ろ

か
ら
打

撃

を
受

け

る

こ
と

が

許
想

さ

れ

て

い
る
.
結

局

、

民
営

化

に
よ

る
構

造

改
革

が
必
要

で

こ
れ

に
よ

っ
て
E

U
加

盟

が
促

進

さ
れ

る

で
あ

ろ
う

。
共

通
農

業

政
策

の
基
金

の
適

川

に

つ
い
て
瓜
ノ
の
と

こ
ろ
言

及

さ
れ

て

い
な

い
が

、
適

用

さ
れ

る
な

ら
ポ

ー

ラ

ン
ド

農
民

を
利

す

る

こ
と

に
な

ろ
う

。

こ

の
点

は

ポ

ー

ラ
ン
ド
加

盟

の
大

き

な

ハ
ー
ド

ル

に
な

る

こ
と
も

有

り
得

る
。

と

こ
ろ

で
、
労

働
力

の
移
動

の
問

題

に

つ
い
て
は

、
現

E
U
加

盟
国

の
問

に
懸
念

が
あ

る

。
ド

イ

ツ
財

務
省

の
中

・
東

欧
加

盟

問

題

の

担
当

官

に
よ

る
と

、
交

渉

が
妥

結

し
加

盟

と
な

っ
た
場

合

、

Φ

建
設

業

、
農

業

関
係

で
働

く

中

・
東

欧
出

身

の
未

熟
練

労
働

者

と

②

ポ

ー

ラ

ン
ド
、

チ

ェ
コ
な

ど
国

境

周
辺

か

ら
通
勤

し

て
く

る
出
稼

ぎ

労
働

者

が
急

増

し

、

ド
イ

ツ
人

の
失

業

な

ど
ド

イ

ツ
の
労

働
市

場

に

へ

ぢ

　

悪

影
響

を

及

ぼ
す

可
能
性

が
あ

る

と
し

て
懸

念
を

表

明

し

た
。

そ

れ

に
よ

る
と

、
ド

イ

ツ
国
内

の
多

く

の
調
査

に
よ

る
と

、
中

・
東

欧

の



{1Ufa)

加
盟

が
実
現

し

た

時
点

か

ら
向

こ
う

、
.○
年

間

に
・
.○

○

万

か
ら

四

〇
〇
万

人

の
労

働

者

が
ド

イ

ツ
に
流

入
す

る
も

の
と

チ

測

さ
れ

て
お

り
・

E

U

の
東

方

拡
大

に
関

し

て
は
労

働

力

の
移

動

が
ド

イ

ツ
社
会

に
と

っ
て
最

大

の
問

題

で
あ

る
と

い
う

見
方

を

述

べ
た

。
財

務
省

の

担
当
官

は
、

そ

の
た
め

に
は
何

ら
か

の

セ
↓

テ
ィ

・
ネ

ッ
ト

が
必

要

で
あ

り

、
例

、姦

、

加
盟

後

ヒ
年

問

は
労
働

力

の
流

人

を
制

限
す

る
取
り

決

め
を

結

ぶ
方

針

を
明

ら

か

に

し
た
。

E
U
域
内

で
は
、

.
九

九

、、、年

.
月

か
ら

ス
タ
ー
ト

し

た
市

場
統

A
口
に
よ

っ
て
、
労

働
力

の
自
由

な

移
動

は
保

証

さ
れ

て

い
る
が

、
旧
共

産

圏

の
経

済

の
発

展
段

階

が
異

な

る
国
が
加

盟
す

る

の
は
初

め

て
と

な

る
訳

で
、

西

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
現

加

盟
国

で
特

に
中

・
東

方

と
隣
接

す

る
ド

イ

ツ
で
は
大
き

な

課

題

に
浮

ヒ

し

て

い
る
,

こ
う

し

た
懸

念

は

ド
イ

ツ
外

務
省

で
も

同
じ

で
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
局

の
拡

大

担

当
官

も

、
過

去

.
○

年

間

に
中

.
東

欧

諸

国

か
ら

E

U
加

盟

国

に

や

っ
て
来

た
労

働

者

の
四
分

の
、・・は

ド
イ

ツ
と

オ

ー

ス
ト

リ

ア
が
出

稼

ぎ

の
日
的
地

で
あ

っ
た

と

し

て
、
労
働

力

の
移

動

が
ド

イ

ツ
労

働
市

場

に
大
き

な

関

わ
り

が
あ

る
と
し

て

い
る
。

ド
イ

ツ
経

済

研
究
所

の
調
企

で
は
、

、
年

間

に
、
6

万

人

か
ら

、
、五
万
人

の
労

働

者

が
中

.
東

欧

諸

国

か

ら
ド
イ

ツ
に

流
人
す

る
と

f
測

し

て

お
り

、
同

じ
く

、

ヒ
年

間

の
移

行
期

間

を
設

け

る
な

ど

E

U
と

し

て
労

働
力

の
移
動

を

調
整

す

る
戦
略

が

必
要

だ

と

ド
イ

ツ
の
し肱
場

を

明

ら
か

に
し

て

い
る
。

EUの 東方拡大圏の課題13

▽

中

・
東
欧
の
市
場
経
済
化

へ
の
移
行

と

こ

ろ

で

、

中

・
東

欧

、

バ

ル

ト

、、
、国

、

旧

ソ
連

の
市

場

経

済

へ
の
移

行

を

支

援

し

て

い
る

E

B

R

D

臼
ロ
.。
℃
Φ
国
コ

ロロ
帥
コ
評

h。
.
閑
。
。
。
昌
,

ω盛

巳
。
コ

磐
α

一)
Φ
<
Φ
δ
℃
ヨ
㊦
募

i
欧
州
復

興
開
発
銀
行

)

の

・
、
○

○

○

年

版

年

次

報

告

書

に

よ

る

と

、

ポ

ー

ラ

ン
ド

、

ス

ロ
バ

キ

ア

、

ハ

ン
ガ

リ

ー

な

ど

中

.
東

欧

諸

国

は

、

・
九

九

九

年

の
実

質

国

内

総

生

産

(
G
D
P
)

が

、

冷

戦

が

終

結

し

た

.
九

八

九

年

の
水

準

を

ほ

ぼ

回

復

し

・

経

済

の
復

興

が

進

展

し

て

い
る

。

八

九

年

を

、
○

○

と

し

た

場

合

、

ポ

ー

ラ

ン

ド

が

、
二

二

、

ス

ロ

ベ

ニ

ア
は

.
〇

九

、

ス

ロ

バ

キ
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表m1中 ・東欧 ・バル ト三 国 ・ロ シア の経 済 指標(1999,2000)

一
ユ999年の実 実質GDPの 成長率 GDPに 対す 対 内直接 失業率

質GDP一 の 見通 し(%) る経常収 支 投 資(100 (%)

経済復興度 の比率(%) 万 ドル)

(1989=100) (2000年推 定)(2001年 見通し) (?(?UO年推定} 12000年 推定) (1999年)

95 2.0 4.0 一3
,5 fi,OE}0 9.4

99 s.o s.a 一3
.4 L650 7.0

122 J. 4.0 →7
・1110・000 13.0

100 z.o 4.0
1

一3
・3i1,iOO 19.2

109

78i

5.1

3.5

4.5iI

3・Ol

一2
。6

-4
.1!

50

450

7.4

13.6

1/YO

11.

12.3

14.4

14.1

11.7

5UU

XOO

250

3pQ

l95

2,000

4・Ol『5・5

3.Oi-4.9:

矧塾

4.0

1.5

).

4.5

2.2

G.5

 

σ

循

箔

60

能

騨

出所EBRDTransitionReport2000か ら作 成 。EBRDは 統 計 的 に は中 ・東欧 に クロ アチ ア
,ブ ル ガ

リア,ル ーマ ニ ア を含 め て い る.,

ア
は

.
○

○
、

ハ
ン
ガ
リ

ー
が
九

九

と
な

っ
て

い
る
。

(表
N
-

1

参
照
)

ま

た

、
市
場

経

済

へ
の
移

行

が
新

ら
た
な

一
〇
年

に
人

る

に
あ

た
り

、
中

.
東

欧

諸
国

、

バ

ル
ト
諸

国

、
そ

れ

に
旧

ソ
連

で

は
改

革

を

進

め

る
勢

い
を

取
り

戻

し

た
。

、
.○
○

○
年

に
は

、

こ
れ

ら

諸

国

に
改

革

の
進

展

が
見

ら

れ
、
特

に
移
行

の
初

期

の
段

階

に
あ

る
数

力
国

で
は

、
市
場

経
済

へ
向

け

、

と
り

わ
け

民
営

化

と
自
山

化

の
分

野

で
著

し

い
進

展
が

あ

っ
た

。

E
U
加

盟
交

渉

に
招

か

れ

た

中

。
東

欧

の
何

力

国

か

は
改

革

の
努

力

を

倍

増

し

た

(表
W

2
参

照
)
。
大

規

模

と

小

規

模

の
企

業

の
民

営

化

が

進

み

、
特

に

小

規
模

で
は
先

進

工
業

水
準

の
4
プ

ラ

ス
が
多

く

み
ら
れ

る

が
、

こ

れ

は
民

営

化

が
着

々
と

進

め

ら

れ

て

い
る

こ
と

を

示

し

て

い

る
。一

方

、

こ

の
報

告
書

に
よ

る
と

、

中

・
東

欧

、

バ

ル
ト

三
国
、

旧

ソ
連

が

ベ

ル
リ

ン

の
壁

に
象
徴

さ

れ

る
東

欧

の
自
由

化

革
命

の

.
九

八
九
年

か

ら
市

場

経
済

化

へ
向

け

た

「
移
行

の

一
〇
年

」

を

経

て
新

ら

た
な

一
〇
年

に
入

る

に

つ
れ

て
、

こ

の
地
域

全
体

で

、
、

年

連

続

し

て

の
成
長

が
見

込

ま
れ

て

い
る
。
九

八
年

に

ロ
シ

ア

の
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表1>-2中 ・東欧 ・バル ト三国 ・ロシアの市場経 済化進捗 状況
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か らイ乍成

(注)4+が 何 れ も最 高 で 、 先 進 工 業 国、 又は 国 際 的 水準 、 例 えば 、民 営 化 、 リス トラの場 合:

大 規 模 民営 化2一 包括 的民 営 化 実 施 の 準備 整 う3-25%以 ヒの民 営 化4-50%以1一 の

民 営 化4+-75%以 ヒの 民営 化 、 先進1:国 の 水準

小 規 模 民営 化3一 包 括 的 民営 化 の実 施4一 民営 化完 ∫、所 有 権 移転 が 自由4+一 先 進

ll業 国 の水 準 、 小 企 業の 国 有 な し

政府・蝶 の1以トラ2一 適 度の 緊 縮 金 融 ・補助 金 の 政 策、 しか し破 産制 度 化 の 進展 進 まず3一

予算 を 引 き締 め 、 効 果的 な 企 業統 治 の 措 置 が と られ る4一 企 業統 治 の 改 善

4+一 企 業統 治 が 先進L業 国 の 水準

また,各 項 目の ヒ記 部 分 が20〔}0年,ド 記 が1999年 、 クロア チ ア,ロ シ ア はEU加 盟 の 対 象 外

で あ るが,EBRDの 統 計Lの 関係 か ら例 外 的 に取 り}=げ たCIEUは ブ ル ガ リア,ル ー一マ ニ ア を

含め て 中 欧 と呼 ん でお り,1C1欧 の 呼 称 は確 定 して い な い、
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経
済
危
機

が
こ
れ
ら
の
地
域

に
影
響
を
与
え
た
が
、
原
油
価
格

の
高
騰

や
通
貨
価
値

の
ド
落
に
よ
る
競
争
力

の
回
復
な
ど
で
、
景
気

の
回

復

は
著
し
く
、
旧

ソ
連
に
対
す

る
悲
観
的
な
見
通
し
が
打
ち
消
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

・
、○
○
○
年

の
実
質

G
D
P
の
成
長
率
は
、
地
域
全

体

で

一
九

九

九

年

の

.
、
・
互

%

に

対

し

四

・
八

%

で

、

中

・
東

欧

諸

国

と

バ

ル
ト

三

国

は

平

均

で
九

九

年

の

…

、
%

か

ら

四

.

一
%

に

達

し

、
旧

ソ
連

圏

の
平

均
も

九

九
年

の

.
∵

八
%

か
ら

五

・
九

%

に
達
す

る
と

見
込

ま

れ

て

い
る
。
特

に
、
中

・
東

欧

と

バ

ル
ト

.二
国

の

成
長

は

、

こ

の
地
域

の
成

長

の
加

速

に
伴

い
E
U

が

こ

の
地

域

に
対

し

て
投
資

と
輸

出
を

刺
激

さ
れ

た

こ
と

が
大
き

く

与

か

っ
て

い
る
、

こ
れ

ら
地

域

へ
の
国
際

資
本

の
流

入

は
、
市

場

経

済
化

に
と

っ
て
重

要

で
、
潜
在

的

な
成

長

の
実
現

に
大

き

く
貞
献

で
き

る
。

国
内

の

財

政

制
度

は

投
資

家
を

支

援

で
き

る
力

は

ま
だ

つ

い
て
お
ら
ず

、

貯
蓄

も
限

ら

れ

て

い
る

。
従

っ
て
資

本

の
流

入
は

、
投

資

の
出
資

コ
ス

ト

の
引
き

下

げ

に
大

き

く
貢

献

し

、
ま

た
増

大

す

る
投

資

需
要

の
重

要

な
出

資

源
と

な

っ
て

い
る

。
と

り
わ

け

、
近
年

で
は
、

中

・
東

欧

諸

国

に

対
す

る

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

企

業

の
直

接

投

資

が
拡

大

し

て

い
る
。

E
B

R

D

の

二
〇

〇

〇
年

版

年
次

報

告

書

に

よ

る
と

、
ブ

ル
ガ

リ

ア
、

チ

ェ

コ
、

ポ

ー

ラ

ン
ド

、

ス

ロ
バ
キ

ア
は

一
九

九

九
年

に
過

去
最

大

の
直

接

投
資

の
受

け
入

れ

を
記
録

し
た
。

こ

の
直

接
投
資

増

の

大

半

は
、
①

銀

行

、

通
信

の
分

野

で
現

金

決

済

に

よ

る

民
営

化

が

進

ん

で

い
る

こ
と
、

②

比
較

的
有

利

な

投

資

環
境

が
整

っ
て

い
る

こ

と

、
②

E

U
加

盟

の
見

通

し

が
出

て
来

て

い
る

こ
と

に

よ

っ
て
促

さ
れ

て
き

て

い
る
。

、
、○

○

○
年

に
は
、

こ

の
地
域

に
対

す

る
直
接

投

資

は
更

に
増
え

る
も

の
と

見
込

ま

れ

て

い
る
。

例
え

ば

、

ポ
ー

ラ

ン
ド

で
は
直

接
株

式

投

資

は
、

電
気

通

信
賢

業

者

の
持

ち
株

三
κ

%
を

フ
ラ

ン
ス
テ

レ

コ
ム

へ
四

・.億

ド

ル
で
売

却

す

る

こ
と

に

よ

っ
て

八
〇
億

ド

ル
を
超

え

る
も

の
と

み

ら
れ

る
。

こ

の
取

引

き

は
、
市

場

経

済

へ
の
移
行

が
始

ま

っ
て
か
ら

、

こ

の
地
域

で
は
最

大

の
単

.
の
直
接

投
資

で
、

一
。

○

○

○
年

に
お
け

る

ポ
ー

ラ

ン
ド

へ
の
直
接

投

資

の
半

数

に
相

当
す

る
と

さ

れ

る
。
地

域

圏
内

で

の

こ
れ

ま

で

の
最

大

の
直

接
投

資

は
、

ハ
ン
ガ
リ

ー

の
M
O

L

(竃
O
ピ
エ
§
ひq働
ユ
き

9
剛
磐
α
O
霧

℃
属
げ
汗

厭
邑
写
α
6
。
ヨ
慕
昌

)
が

・
、○

○
○
年

、・、月

に

ス

ロ
バ
キ

ア

の
ス

ロ
ブ

ナ

フ

ト
石

油
精

製

会
社

の
株
式

の
..、分

の

一
を

、
.億

六

、
、○

○
万

ド

ル
で
買
収

し
た

こ
と

が

挙

げ
ら

れ

る
。
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n

本

経

済

新

聞

く
平

成

.
-

年

、
月

匠

旦

に

よ

る

と

、

ポ

ー

ラ

ン

ド

は

E

u
加

盟

を

に

、b
み

、

、
、
○

○

、
年

以

降

、

進

出

企

業

に
対

す

る
法

入

税

の
免

税

措

置

を
廃

止
す

る

f
定

で
、
駆

け
込

み
的

に
、

イ

タ

リ

ア

の
自

動

実

千

の

フ
ィ

ア

ッ
ト

、

フ

ラ

ノ
ス

の
水

道

.
通
信

大
予

の
ビ

ベ

ン
デ

ィ
な

ど

に
よ
る

、
○
億

ド

ル
超

の
大

型

投
資

が
相

次

い
だ
。

ま

た

・
海
外

か

ら

の
直

接

投
資

が
最
も

伸

び

て

い
る

チ

ェ
コ
で
は
、

オ

ラ

ン
ダ

の
電
気

大
イP
の

フ
ィ
リ

ッ
プ

ス
が
六

億

ユ
ー

ロ
を

投

じ

て

テ
レ
ビ

の
ブ

ラ

ウ

ン
管

L
場

を
建

設

、

ド

イ

ツ
の
白

動
車

大

手

の

フ
ォ

ル
ク

ス

7

ゲ

ン
が
投
資

す

る
な
ど
大

型
投

資

が
相

次

い
で

い

る
・
大

手

投
資

が

一
巡

し
た

ハ
ン
ガ

マ

で
は
、

労
働

コ
ス
ト

が
上
昇

し

始

め
た

こ
と

か
、b
、
研

究

開
発

に
主

眼
を

移
す

動

き

が
あ

り
、

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

の
ノ
キ

ア
な
ど

の
研

究

セ

ン
タ
ー
開

設

を
検

討

し

て

い
る
と

同

紙

は
伝
え

て

い
る
。

V

キ

プ

ロ

ス

、

ト

ル

コ

の

問

題

・
九

九
し

年

・
二
月

の

ル
ク

セ

ン
ブ

ル
ク

の
首

脳
会
議

で
、

E
U
は

、
加

盟
交

渉

国
と

許

備
折

衝

開

始
国
と

を
決

め

た

が
ト

ル

コ
は

そ

の
中

に
含

ま

れ
な

か

っ
た

・
九

九

年

、
-
月

の

ヘ
ル
シ

ン
キ

の
首

脳
会

議

で
加

盟

候
補

国

と

し

て
刃
路

、b
れ
た

.

ト

ル

コ
は

、
住

民

の
八

〇

%
近

く

が
ギ

リ

シ

ャ
系

の
キ

プ

・
ス

の
北

部
を

領
有

し
、

ギ

リ

シ

ャ
と

対
、凱
と

L
い
る
.
他

の
加
盟

申
請

国

と
異

な

る
特

殊
な

問

題
を

抱

え

て

い
る

、、

キ

プ

ロ

ス

と

マ
ル

タ

は

、
九

九

〇

年

七

月

に

E

C

へ

の
加

盟

を

申

請

し

た

。

E

C

は

将

来

の
加

盟

を

前

提

と

し

て

し

○

年

.

.
、月

に

マ

ル
タ
と

ヒ

ニ
年

…

月

に
キ
プ

ロ

ス
と

の
問

に
連
合
協

定

を

結

ん
だ

。

こ

の
地
中

海

に
浮

か

ぶ

、
.
つ
の
島

は
独

疏
前

に
イ
ギ

リ

ス

の
植

民

地

だ

っ
た

・

マ
ル
タ

は

天

当

た

り

の
国

民
所

得

は
ポ

ル
ト

ガ

ル
並

み

で
、

E

c

へ
の
加
盟

は
特

に
政
治

的

に
も

経
済

的

に
も

問
題

視

ざ
、

れ

て

い
な

い
が

・

マ
ル
タ
側

は

冗

九

六
年

○
月

、
総

選

挙

で
政
権

を

掌
握

し
た

サ

ン
ト
労

働
党

政
権

が

E
u
加
盟

の
申
請

を
凍

結

し

た

・

し
か

し
・

九

八
年

九
月

の
総
選

挙

で
政
権

与
党

と

な

っ
た

国
民

党

政
権

が

E
U
加
盟

交

渉
を

決
定

し
た

。

E
U
は

、
九

九
年

.
、
、月
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の

ヘ
ル
シ

ン
キ

の
首

脳

会
議

で
新

ら
た

に

マ
ル
タ
を

含

む

六
力

国
と

の
加

盟

交
渉

の
開
始

を

決
定

し

た
。

ギ

リ

シ

ャ
神

話

の

ア

フ

ロ
デ

ィ
ー

テ

(ヴ
ィ
ー
ナ
ス
)
誕
生

の
地

で
知

ら

れ

る

キ
プ

ロ
ス
は

、
人

口
が

七

四
万
人

で

(九

八
年

)
七

八

%
が

ギ

リ

シ

ャ
系

、

」
八
%

が

ト

ル

コ
系

と

み

ら
れ

て

い
る

.
ま

た

、
経

済
的

に
は

、
人

当
り

の
国
民
所

得

が

G

D
P

で

、
万

、
九

六

〇

ド

ル

(九

九
年

)

と

ポ

ル
ト

ガ

ル

や
ギ

リ

シ

ャ
よ

り
高

く
経

済

的

に
は

E
U
加

盟

に

は
特

に
問

題

は
な

い
と

み

ら
れ

る

・
し
か

し

、
ギ

リ

シ

ャ
が
軍
事

政
権

か

ら
民

政

に
移
管

す

る
前

年

の

、
九

ヒ

四
年

に

、
ト

ル

コ
軍

が
少

数
派

の
ト

ル

コ
系

住

民

を
保
護

す

る
理

由

で
キ

プ

ロ

ス
に
侵

攻

し

、

一
九

八

.、、年

に
キ
プ

ロ
ス
北

部

の
、、.ヒ

%

に
相
当

す

る
地

域

を
北

キ

プ

ロ
ス

・
ト

ル

コ
共

和

国
と
宣

諄

し
、

キ
プ

ロ
ス
は

二
分

さ

れ

た
..
北
キ

プ

ロ

ス

・
ト

ル

コ
共

和

国
を

承

認

し
た

の
は
ト

ル

コ
だ

け

で
、
国

際

連
合

の
方

針

に
従

っ
て
E

C
は
キ

プ

ロ
ス
共
和

国

を

唯

一
の
合

法

的

に
構

成

さ

れ

て

い
る
国
家

と

し

て
承

認

し

て

い
る
。

一
九

九

九
年

.
二
月

の

ヘ
ル
シ

ン
キ

の
首

脳
会
議

は
、

キ
プ

ロ
ス
に

つ
い
て
は
、

.
・
、月

↓.一日

に

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
で
キ

プ

ロ
ス
問

題

の

包

括

的

解
決

を

目
指

す

話

し
合

い
が
始
ま

っ
た

こ
と

を
歓

迎

し

、
話

し
合

い
を
成

功
裡

に
導

く

た
め

に
国

連

の

ア
ナ

ン
事

務

総
長

が
行

っ

て

い
る
努
力

を

強
く

支
持

す

る
意

向

を
表

明

し

た
。

し

か
し

、

同
時

に
首

脳
会

議

と

し

て
は
加

盟

交
渉

の
完
結

時

に
政

治
解

決

に
達

し
な

く

て
も

、
加

盟
を

決
定

す

る
前

提

条
件

に
は

な

ら
な

い
と

し

て

い
る
。

し
か

し
、

ヘ
ル

シ

ン
キ

の
首

脳

会
議

で
同
時

に
ト

ル

コ
を

正
式

な

加

盟

候
補

国

に
決
定

し
た

こ
と

か

ら

、
キ

プ

ロ
ス
紛
争

の
政
治

的

和
解

が
求

め
ら

れ

て

い
る

の
で
あ

る
。

ト

ル

コ
の
加

盟
申

請

は

。
九

八

ヒ
年

四
月

で
、

現
加

盟
申

請

国

の
中

で
は

.
番

千

で
あ

る
が

、

八
九
年

に
欧

州
委

員

会

か

ら
、
経

済

、

社

会

体
制

が
整

っ
て

い
な

い
と

否
定

的

な

見

解

が
示

さ

れ

た

。
委

員

会

は

11
4

率

が
高

い
こ
と

、

G

D
P
が

E
U
最

貧

国

だ

っ
た

ギ

リ

シ

ャ
の
..、分

の

、
で
、

イ

ン

フ
レ
率

、
失

業

率
と

も

に
高

く

、
ま

た

人
権

が
抑

圧

さ

れ

て

い
る

こ
と

が
挙

げ

ら

れ
た
。

少
数

民
族

の
ク
ル

ド

の
ト

ル

コ
社

会

へ
の
受

け

人

れ

の
問

題

の
ほ

か
、

ギ

リ

シ

ャ
と

対

疏
し

、

キ
プ

ロ
ス
北

部
を

占
領

し
続

け

て

い
る
と

い

っ
た
問

題
を

抱

え

て

い
る
。

↓
九
九

七
年

に
発

表

に
な

っ
た

E

U

の
中

期

的
拡

大

に
関

す

る

「
ア
ジ

ェ
ン
ダ

・
.○

○

○
」

で
は

加
盟
交

渉

対
象

国

と

し

て
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リ

ス
ト

ア

ッ
プ

さ

れ
な

か

っ
た
。
ま

た

、
九

ヒ

年

、
、
、月

の

ル
ク
セ

ン
ブ

ル
ク

の
首

脳

会

議

で
決

ま

っ
た
加

盟
交

渉

国

、
r

備
折
衝

の
対

象

国

と

は
な

ら
な

か

っ
た

。

ト

ル

コ
は

こ
れ

に
強
く

反

発

し

、

一
九
九

八
年

.・、月

ロ

ン
ド

ン
で
開

か

れ
た

E
U
加
盟

国

と

加
盟
希

切猛
国

の
首

脳

、
欧

州
委

員
長

が
参

加

し

て
拡
大

の
問
題

を
協

議

す

る
欧

州

協
議

会

を

ボ

イ

コ

ッ
ト
し

た

。
現
在

は
九
九

年

.
、
一月

の

ヘ
ル

シ

ン
キ

の
首

脳
会

議

は
、
欧

州

委

員
会

が

ト

ル

コ
の
加
盟

準

備

の
進

捗
状

況

に

つ
い
て
前

向

き

な
発

展

を
報

告

し

た

こ
と

を

歓

迎

し
、
他

の
加

盟

申
請

国

と
同

じ
条

件

で
加

盟

候

補

国
と

決
定

し

た

が

、
と
く

に
政
治

基

準

の
内

の
人
権

問
題

が
な
口
及

さ
れ

た
。

ト

ル

コ
の
戦
略

的

重

要
性

は
冷

戦
終
結

後

も

変

わ

っ
て
は

い
な

い
が
、

ア
メ
リ

カ

に
比

べ
て
西

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸

国

の
認

識

の
度
ム
ロ
い
が

鈍

い
と

み
ら

れ

て

粒

・

E

u

の
中

で

は
、

経
済

基
準

と

並

ん

で
、

犀

憂

義

、

人
権

の
尊

重

、

少
数

民
族

の
保

護

と

い

っ
た
政
治

.
社

会

基

準
も

重

視

さ
れ

て

い
る
。
従

っ
て
国
内

の
少

数

民
族

ク

ル
ド
族

の
人

権

の
扱

い
は
重

視

さ

れ

る
。
過

去

に

は
民
豆
k

義

と
人

権

が
理

由

で
共

同
体

(E
E
C
、
E
C
)
は
、

、
九

六

一
、年

に
加

明
肌
を
申

請

し

た

フ

ラ

ン

コ
独

裁

政

権

の

ス

ペ
イ

ン
、

サ

ラ
ザ

ー

ル
独

裁

政

権

の

ポ

ル
ト

ガ

ル
と
連
合

協

定

を

結

ぶ

の
を

拒
否

、

ま

た

ギ

リ

シ

ャ
で
軍
事

政

権

が
支

配

し
た

.
九

六

七
年

か
ら

七

四
年

ま

で
ギ

リ

シ

ャ
と

結

　
お

ダ

ん
だ

連
合

協

定
を

凍
結

し

て

い
る
。

し

か
し

、
共

同
体

は

そ

の

.
方

で

ト

ル

コ
と

の
関
係
改

善

を

図

っ
て
き

て

い
る
。

E
E

C
は

、
九

六

.二
年

に
ト

ル

コ
と
連

ム
ロ
協

定
を

結

び

・

ま

た

E
U
は

・

一
九

九

六
年

.
月

に
発
効

し

た
関

税

同
盟

を

結

ん

で

い
る
。

こ
の
関
税

同

盟

は
、

キ
プ

ロ
ス
紛
争

で
対

疏
す

る
ギ

リ

シ

ャ
の
反
対

や

ク

ル
ド
人

基

地

へ
の
攻
撃

に
対
す

る
批
判

な

ど

か
ら

欧
州

議
会

か
ら
厳

し

い
批
判

を
招

い
た
経
緯

が
あ

る
。

ギ
リ

シ

ャ
と

の
関
係

改
善

も
加

盟

に
際

し

て
大
き

な
課

題

と

い
え

る
。

ア

メ
リ

カ

の
ク
リ

ン
ト

ン
大

統
領

は

、
九

九

九
年

.
、
月

、

ベ

ル
リ

ン
の
壁

崩
壊

.
○

周
年

の
記

念
演

説

で
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
政

策

の
未

ハ
リ

リ

解

決

の
課

題

の

6

に

、

■
ギ

リ
シ

ャ
と

ト

ル

コ
の
関
係

の
正

常

化

L
を

挙

げ

た

。

二

貝

.o

日

、
イ

ス
タ

ン
ブ

ル

で
欧

州
安

全

保
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障

協
力

機

構

(O
S
C
E
)
首
脳

会

議

が
、

「
民

主
主

義

、

人
権
尊

重

」
な

ど

O

S
C

E

の
基

盤

の
理

念

を
盛

り
込

ん

だ
欧

州

安

全
保

障

憲

章

に
調
印

し

な

、
翌

月

の

.
∴
月

、

ヘ
ル
シ

ン
キ

の
E

U
首

脳
会

議

が
ト

ル

コ
を

正
式

な

加
盟

候

補

国

に
決
定

し

た

.

.
日
、

ト

ル

コ
の

エ
ジ

ェ
ビ

ッ
ト
首

相

は

、
加
盟

交

渉

の
条

件

を
受

け

入

れ

る
意

向

を

表

明

し

、

「受

け

入

れ
難

い
点

も
あ

る
が

、
加

盟

候

補

国
入

り

は

ト

ホ
い

　

ル

コ
に
と

っ
て
大

き
な

成

功
だ

」

と
語

っ
た

。
宗
教

面

で
は

キ

リ

ス
ト

教

圏

の
E

U
に
イ

ス
ラ

ム
教

国

が
加

盟
候

補

に
な

っ
た

の
は
初

め

て

で
、

加
盟

の
条
件

で
あ

る

デ

ン

マ
ー

ク
基

準

に

は
設
定

さ
れ

て

い
な

い
が
、

宗
教

、
文

化

の
観

点

か

ら
今
後

ト

ル

コ
の
扱

い
は
注

11
さ

れ

る
。

ト

ル

コ
が
加

盟

を

申

請

し

た

、∴
ヵ
月
後

の

.
九

八
七

年

し

月

に

モ

ロ

ッ

コ
が
加

盟

を

申

請

し

た

が
、

E

U
閣

僚

理
事

会

は
、

モ

ロ

ッ

コ
は

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

国
家

で
は
な

い
と

し

て
申

請
を

受

理

し
な

か

っ
た

。

ロ
ー

マ
条

約

、

マ
ー

ス
ト

リ

ヒ
ト
条
約

は

、
す

べ
て

の

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
国

f
θ
.
野

δ
需

き

。・§

Φ
)

の
加

盟

を

認

め

て

い
る
が

、
ム
ノ
後

、

E

U
が
東

方

に
拡

大

す

る
に

つ
れ

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
国
と

は

何

か

が
検

討

課

題

に
な

る

ケ
ー

ス
も
考

え

ら
れ

る
。

M

E
U
の
機
構
改
革
と

二
ー
ス
条
約

加
盟

交

渉

で

ご

.力
国

が
新

規

に
加

盟

し
た

場
合

を

想
定

す

る

と
、

加

盟

国

は

.

.ヒ

カ
国

に
拡

大

し
、
先

ず

は
全
会

、
致
制

は
か
な

り

困
難

な
情

勢

に
な

る

こ
と

が
推
定

で
き

る
。
従

っ
て
、

特
定

多

数
決

制

で
決

め
ら

れ

る
政
策

領
域

の
範

囲

の
拡
大

が
望

ま

れ

る
が

、
そ

の

場

合

、
新

規

加

盟
国

の
票

の
配
分

を

含

め

て
全

体

の
持

ち
票

の
再
配

分

が
必

要

と
な

る
。
ま

た

、

.
、○
名

の
委

員

か

ら
な

る
欧

州
委

員
会

の
構

成

に

つ

い
て
も
改

革

が

必
要

と

な

る
。

機

構

改

革

問

題

で
は

、

、
九

九

L
年

-
、
.月

の

ル
ク

セ

ン
ブ

ル
ク

の
首

脳

会

議

で
、

E

U

の
拡

大

に

つ

い
て
基

本

的

合

意

に
達

し

た

際
、

フ
ラ

ン

ス
が
意

思
決

定

機

関

で
あ

る
閣

僚

理
事

会

の
投

票
方

式

、
行

政
執

行

機

関

で
あ

る

欧

州
委

員
会

の
構

成

の
見

直

し

を
求

め

た

。

ま
た

、

イ

ギ

リ

ス
は

、
ポ

ー

ラ
ン
ド

、

ハ
ン
ガ
リ

ー
を

現
行

の
ま
ま

受

け

入

れ
た

場
合

、

E

U

の
農

業

r
算

は
破

綻

す

る
恐

れ

が
あ
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る
と

し

て
、

共
通

農
業

政

策

の
見

直

し
を

求

め
た

。

E

U
加
盟

国

の
穀

物

、
牛

肉

、
乳
製

品

の
市

場

価
格

が

、
定
水

準

よ
り

ド
が

る
と

、

E
U
が
共

通

農
業

政
策

に
よ

っ
て
買

い
支

え

し

て
価

格

を

維
持

し

て
お

り

、

E

U

の
農
業

予
算

は

E
U
全

体

の
予
算

の
六

割
近

く
を

ー,口
め

て

い
る
。

、
九
九

九

年

.
、
一月

の

ヘ
ル
シ

ン
キ

の
首

脳
会

議

で
新

規
加

盟
交

渉

の
対

象

国

に
対

し

て
、

国
連

憲
竜

に
則

っ
て
紛

争

の
.平
和
的

解
決

を

強
調
す

る
と
共

に
、

E

U

の
機

構

改
革

に

つ
い
て
次

の
様

に
決
定

し
た

。

①
機

構
改

革

に
関
す

る

政
府

間
会

議

は

、

一
、○

○
○
年

、
、月

早

々
に
開

催

し

、

.

.○

○
○
年

、
、
.月
ま

で
に
作

業

を
終

え

、
条

約

の
改

正

に
合
意

す

る
。

②

政
府

間
会

議

は

、
欧

州
委

員

会

の
規

模

(委
員

の
数
)
と
構

成

を

検

討

す

る

。
ま

た

、
意

思

決
定

機

関

の
閣

僚

理
事

会

の
特

定

多

数
決

に

お
け

る
各

国

の
ウ

ェ
ー
ト

を
見

直

す
。

③

政
府

間
会

議

は
ま

た

、
特

定
多

数

決

に
よ

っ
て
決

め

る
範

囲

の
拡
大

に

つ
い
て
見
直

す

。

こ

の

ヘ
ル
シ

ン
キ

の
決
定

に
よ
り

、

ア
ム

ス
テ

ル
ダ

ム
条

約

の
E

U

の
機

構

改

革

に
関

す

る
基

本
条

約

の
改

正

は

、

、
一〇

〇
〇
年

.

.
、

月

、

、
口
、

E
U
史

ヒ

最
長

の
圧

日
間

に
及

ぶ

フ

ラ
ン

ス

の

ニ
ー

ス

で

の

マ
ラ

ソ
ン
交

渉

の
結

果

、
機
構

改

革

の
柱
と

し

て
以
ド

四
点

に

つ
い
て
合

意

し
た

。
第

、
は
、

E

U

の
意
思

決
定

機

関

で
あ

る

閣
僚

理
事

会

で

の
特
定

多
数

決

の
加
盟
各

国

の
持

ち
票

の
配
分

が
大

国

に

重

く

、
小

国

に
軽

く

な

っ
た
。

ド

イ

ツ
、

フ
ラ

ン

ス
、

イ

ギ

リ

ス
、

イ

タ

リ

ア
は

こ
れ
ま

で

の

、
○
票

が

、
.九
票

と

な

る
。

ス
ペ
イ

ン
が

二
七

票

で
現

加
盟

.
五

ヵ
国

の
持

ち
票

の
総

数

は

八
し

か

ら

.
:
..七

へ
拡

大

す

る
。
ま

た

加
盟

を
前

提

に
し
た
中

・
東

欧

諸

国

へ
の
配
分

で
は

ポ

ー

ラ

ン
ド

が
最

大

の
、
」ヒ

票

と

な

っ
た
。

ト

ル

コ
を

除

く

中

・
東

欧

諸

国

、

バ

ル
ト

一、.国

、
キ

プ

ロ
ス
、

マ
ル

タ
を

含

め

て

.
、

ヒ

ヵ
国

に
拡

大

し
た

場
合

の
総

数

は

.二
四
五
票

、

由
可

決
成

蹉

に

は

.
、五

八
票

、
ま

た

の
特
定

多

数
決

の
場

合

、

E

U
全

体

の
人

口

の
六

.
一%
を
満

た

さ

な
け

れ

ば
な

ら
な

い
こ
と

に
な

っ
た

(図
M
l

I
参
照
)。
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図VI-1 現EU15ヵ 国 の 持 ち票 、 議 員数 と ニ ー ス 条 約 に基 づ く改 定

(中 ・東欧、バ ル トー三国の12ヵ 国の加盟を前提)

現閣僚理事会での

持ち票
欧州議会議員数 ニー ス条約 ・持ち票 ニー ス条約 ・議員数

ドイ ツ 10 99 29 99

イギ リス 10 87 2y 72

フラ ンス 10 87 29 72

イ タリア 10 87 29 72

スペ イン 8 64 ?7 50

オラ ンダ J 31 13 25

ギ リ シヤ 5 25 12 ?2

ベ ルギ ー 5 25 12 22

ポ ル トガル 5 25 12 22

ス ウ ェ ー デ ン 4 22 10 18

オー ス トリア 4 21 1() 17

デ ンマ ー ク 3 lfi 7 13

ブ インラ ン ド 3 16 7 13

アイルラ ン ド 3 15 7 12

ルクセンブルク 2 6 4 6

2001年 現 在 87 626

ポー ラ ン ド 27 50

ルー マ ニ ア 14 33

チ ェ コ 12 ZU

ハ ン ガ リー 12 20

ブ ルガ リア

門

10 17

スロバ キア 7 ]3

リ トアニァ 7 12

ラ トビア 4 8

スロベ ニア 4 7

エ ス トニァ 4 6

キ プロス 4 6

マ ル タ 3 5

総計 345 732

{注)(嚢)欧 州 議i会 の 議 員 定 数 の変 更 は,2004年1月11-1か らの 弄定 、,

(2)欧 州 委員 会の 委 員 制 度 は,2005年1月1日 か ら1国 に1人 が 配 分 さ れ,EU加 盟 国 が27ヵ

国 とな った 場 合,委 員総 数 は27以 ドと な り,輪 番 制 とな る,、

(3)閣 僚 理 事 会の 新 しい持 ち票 の配 分(thenewvoteweightings)は2005年1月1日 か ら発 効

の ア定,
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主
張

に
次
ぐ

主
張

、
妥

協

に
次
ぐ

妥
協

の
交

渉

の
中

で
、

ド
イ

ツ
は
旧

東

ド
イ

ツ
と
統

合

し
、
人

口
が

八

一
、○

○
万
人

と

フ
ラ

ン

ス
、

イ

ギ

リ

ス
よ
り

凡
そ

二
〇

〇
〇

万
人

L

回

る

こ
と
を

理
由

に
持
ち

票

の
上
乗

せ

を
要
求

し
た

。

こ
れ

に
対

し
議

長

国

フ
ラ

ン
ス
は
同

数
を

主
張

し

て
譲

ら
な

い
代

わ

り

に
、
特
定

多

数

決

に
よ

る
採

決

の
場
合

、

賛
成

国

の
合
計

人

口
が

E

U
全

体

の
六

二
%

に
達

し
な

け

れ
ば
成

立

し

な

い
こ
と

で
妥

協

が
成

立

し

た
。
交

渉

の
過
程

で
欧

州
委

員

会

は

、
「
各

国

の
持

ち
票

を

一
と

し
た

単

純
多

数

決

と

E
U
全

人

口

の

五

〇
%

以
上

と
す

る
単

純

、
-重
多

数

決

制
」

を

推

し
た

が

、

フ
ラ

ン

ス
は

こ
れ

を
受

け

入

れ
な

か

っ
た
と

さ

れ

る
。

フ
ラ

ン

ス
に
し

て
み

れ
ば

、
独

仏
機

軸

と

は

い
え

、

シ

ュ
ー

マ
ン
プ

ラ

ン

の
提

唱

以
来

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
統

合
を

推

進

し

て
き

た
と

い
う
自

負

心

が
あ

ろ
う

。

従

っ
て
各

国

・
票

制
度

は
理

論
的

に
は
平
等

で

は
あ

る

が
、

フ
ラ

ン

ス
は
今

後

と
も

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
統
合

に

リ
ー

ダ
ー

シ

ッ
プ

を

発
揮

し

て

い
く

観
点

か
ら

は

.
国

一
票
制

度

も

ド
イ

ツ
の
持

ち
票

上
積

み
も
受

け

入

れ
ら

れ
な

か

っ
た
と
考

え

ら

れ

る
。

と

は

い
え

、

E
U
が

掲

げ

る
理
念

か

ら
し

て
、
人

口
比

で
ド

イ

ツ
が
優

遇

さ

れ
る

の
は
至
極

自

然

な
成

り
行

き

で
、
今

回

の
交

渉

が
権

限

配

分

の
闘
争

の
場

で
あ

っ
た

に
せ
よ

、
結

論

は
勝

ち
負

け

と

い

っ
た
単

純

な
も

の

で
は
な
く

現

実
直

視

の
結

果
だ

っ
た
と

い
え

よ

う
。

た
だ

、
結

果

と
し

て
、

特
定

多

数
決

に
よ

る
可

決

に
E

U
人

[

の
六

二
%

以
ヒ
を

満

た

さ
ね

ば
な

ら

な

い
と

い
う

シ

ス

テ
ム
は

、
交

渉
中

の
加

盟

が
実

現

し
た
際

の
総

人

口
四
億

八

一
〇
〇

万
人

の

一
七

%

を
占

め

る
ド

イ

ツ
に
バ

ラ

ン

ス
が
傾
き

、
意

思

決
定

に
当

り

、
他

の
大

国

に
比

べ
て
よ
り

大
き

な
権

限
を
獲

得

す

る
と

い
う

結

果

と
な

っ
た
。

第

二
は
、

E
U
が
東

方

へ
拡
大

し

た
場
合

、
全

会

、
致

制

の
シ

ス

テ
ム
は

必
ず

し
も
機

能

し

な
く

な

る

こ
と

が
予
想

さ

れ

る
た

め
、
特

定
多

数

決
制

の
適

用

範

囲
を

拡
大

す

る
必

要

が
あ

り

、
新

た

に

三
五

の
政

策

の
分

野

が
追
加

と

な

っ
た

。
今

回

の
交
渉

で
焦

点

と
な

っ
た

政

策

の
領

域

は
、

ω
税

制

、

ω
社

会
保

障

、

鋤
移

民

・
難

民

政
策

、

ω
通

商

政
策

、

樹
地
域

振

興
策

。

こ

の
う

ち
、
税

制

と
社

会
保

障

は

イ
ギ

リ

ス
の
強

い
反

対

で
、
不

成
立

と

な

っ
た

が

、
通
商

に

つ
い
て
は

サ
ー

ビ

ス
、

投
資

、
知

的
所

有

権

の
分

野

で
、

フ
ラ

ン
ス
が
除

外

を
求

め

た
映
画

、

ビ

デ

オ

の
輸

入

以
外

は
特

定
多

数

決

制

が
承

認

さ
れ

た
。

ま
た

、

移
民

・
難

民

と
地

域
振

興

策

に

つ
い
て
は
、
適

用

年
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度

を

先

送
り

す

る
形

で
合

意

し

、
実
施

が
決
ま

っ
た
。

第

、.は
、

欧
州

委

員
会

の
構

成

の
問

題

。
現
在

の
五
大

国

(
ス
ペ
イ
ン
を
含
め
て
)
は

、
油名

そ

の
他

は

.
名

と

な

っ
て

い
る

が
、

二

〇
〇

五
年

か

ら
各

加
盟

国

へ
は
等

し
く

、
名

が

配
分

さ

れ
、

加
盟

国

が

.

.ヒ

カ

国
と

な

っ
た
段

階

で
L

限

の
枠

を
見

直

し
、
輪

番

制
を

導

入
す

る

こ
と

に
な

っ
た
。

k
限

の
枠

は

、
一ヒ
名

以
ド

と
な

る
が
大

国

は
機
能

が
麻

輝

し
な

い
よ
う

現
行

の

.
、○

名
以

ド
を
希

望

し

て

い
る
と

も

　
ロ

ね

い
わ

れ

る
。

第

四
は

、

一
部

の
加

盟
国

で
共
通

政
策

を

先
取

り

す

る

「
先
行

統
合

」

に
道

を

開

い
た

。

ア
ム

ス

テ
ル
ダ

ム
条

約

に
よ

っ
て

「
柔
軟
性

の
原

則
」

が

導

人

さ

れ
、

政
策

領

域

に

よ

っ
て
は

過

半
数

以

ヒ

の
国

が

参

加

す

れ

ば
統

合

を

進

め

て

い
く

と

い
う

欄
緊

密

化

協

力

(①
コ
閾

冨
霧
巴

8
0
需
「践
o
巳
」

が
認

め

ら

れ

て

い
る
。
今

回

の

ア
ム

ス
テ

ル
ダ

ム
条

約

改

正

の

二
ー

ス
条
約

で
は

、
過
半
・数

以

ヒ
が

八

力
国
以

L

と

な

っ
た

が
、

単

一
市
場

、

ア
キ

・
コ
ミ

ュ
ノ

テ
ー

ル
全
体

を
損

な
う

こ
と

が
な

い
よ
う
欧

州
委

員

会

に

よ

る
有

効
性

の
認
定

と

い
う
歯

ハ
ぼ

　

止

め
を

か
け

た

。

「先

行

統

合

」

に
道

を

開

く

「
緊
密

化

協

力

(①
弓

雪
。
盆

8
8
Φ「蝕
8

)」

に

つ

い
て
は

、

、
一
〇

〇

〇
年

六

月

に
ポ

ル

ト

ガ

ル

の
サ

ン

タ

.
マ
リ

ア

・
ダ

・
フ

ェ
イ

ラ

の
首
脳

会
議

で
、
加

盟

国

の
状

況

に
応

じ

て
異

な

る
度
合

い
の
統

合

の
進

展

を
許

容
す

る

「
よ
り
緊
密

な

協

力

11
先

行
統

合

」
を

更

に
広

範

な
分

野

に
適

用

し

て

い
く

こ
と

で
合
意

し
、

緊
密

な
協

力

を

、
㊦

全

会

一
致

制

か

ら
特
定

多

数
決

制

へ

の
政
策

決

定
方

式

の
移

行

、

②
特
定

多

数
決

制
度

ド

の
各

国

の
票

の
配

分

の
見
直

し
、
③
欧

州

委

員
会

の
定
数

と

国

別
割

当
数

の
見

直

し

の
一、」
つ
の
議

題

に
加
え

て
、
政

府

間
会

議

の
議

題

に
追

加
す

る

こ
と

に
な

っ
て

い
た

。

今

回

の

ニ
ー

ス
首

脳

会
議

は

、
権

限

の
配

分
を

め
ぐ

る
交

渉

だ

っ
た

だ
け

に
統

合

の
理
念

と

国

益

が
激

突

す

る
場
と

な

り
、
妥

協

の
産

物
と

な

っ
た
。

そ

れ
だ

け

に
国

次
第

で
評

価

は
異

な

る
が
、

市
民

と

い
う

立

場

か

ら
見

る
と
特

定

多
数

決

制
を

め
ぐ

る
新

し

い
決
定

の
シ

ス

テ
ム
は
決

し

て
分

か
り
易

い
と

は

い
え

な

い
。

ニ
ー

ス
条

約

の
批

准

は

、
、○

○

.
↓年

に
も
と

い
う
見

方

も
出

て

い
る
が

、
国

民
投
票

に
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か

け

た

場

合

ど

の
よ

う

な

評

価

に

な

る

か

(
。
.○

○

.
年

六
月

ヒ

ー1

、
ア
イ

ル
ラ

ン
ド

の
国
民

投
票

で

ニ
ー

ス
条
約

の
批
准

が
拒

爪
口
さ
れ
た

が
、
同

月
開
か
れ

た

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン
の
イ

エ
ー

テ
ボ

リ

の
首

脳
会
議

で
、

E
U
加

盟
国

は
同

条
約

を
修

正

し
な

い
こ
と

を
決

め

た
)
。

E

U

欧

州

議

会

は

.

.
○

〇

一
年

五

月

末

・

「
ニ
ー

ス
条

約

」

が

定

め

た

改

革

に

は

「
中

途

半

端

で

不

適

切

な

部

分

が

あ

る
」

と

し

、

E

U
政

策

へ

の
欧

州

議

会

の

な
ロ

リ

発

二、・口権

の
拡

大

な

ど
を

求

め

る
報

告

書

を
採

択

し

て

い
る

。

ま

た
・

欧

州
委

員
会

の
委

員

は

、
.○

〇
五
年

か

ら
各

国

、
名

と

す

る
な

ど

の
点

か

ら
し

て
、
中

.
東
欧

諸

国

は
順
次

加

盟

で
は
な
く
多

数

国

が

二
〇
〇

四
年

前
後

に
加
盟

と

い
う
想
定

も

で
き

る
..
イ

エ
ー

テ
ボ

リ

の
首

脳
会

議

で
、

、
.○

○

.

.年

に
加
盟
交

渉

を

終
え

た
国

を

・
、○

〇

四
年

ま

で

に
加

盟

を
認

め

る

こ
と
を

決

め

た
。
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お
わ
り
に

今

回
決

ま

っ
た
先
行

統
合

は
、

最
低

八
力
国

の
賛

成

が

必
要

と
な

っ
た
が

、

対
象

は
外

交

.
安

全
保

障

政
策

や
司

法

.
内

務
分

野

の
協

力

な
ど
も

含

ま

れ

る

・

.
部

で

は

二

つ
の
ス
ピ

ー
ド

の
統

合
と

な

る
と

い
う

懸

念

が
あ

る

が
、
八
ア
後

は

、

こ
れ
ま

で
築

き

ヒ
げ

て
き

た

、

枚

岩
的

な
統

合

で
は
な

く
複

合
段

階

の
統
合

へ
と

進

む

こ
と

も
予

想

さ
れ

る
。

こ

の

こ
と

は
す

で
に
九

九
年

に
誕
生

し
た

ユ
ー

ロ
が
そ

れ

を

象

徴
し

て

い
る
が

、

こ

の
先

行
統

合

は

.

.○

〇

四
年

に
始

ま

る
E

U
、
国

、

州

(地
方
)
の
在

り

方

を

問
う

新

た

な

交

渉

と
密

接

に
絡

み
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
建

設

の
将
来

像

に
深
く

関

わ

る
課
題

が

浮
ト

し

て
く

る

で
あ

ろ
う

。

E
U
が

二
卜

、
世

紀
初

め

に
、
現

在

の

.
五

ヵ
国

か

ら
旧

共
産

圏

の
中

・
東

欧

が
加

盟

し

て

ニ
ヒ

ヵ
国

に
拡
大

す

る

の
を
前

に
、
ド

イ

ツ

の
シ

ユ
レ

ー
ダ

ー
首

相

が

二
〇

〇

・
年

四
月

'、・○

日
付

け

の

シ

ユ
ピ

ー

ゲ

ル
誌

で
、
欧

州

連

邦

化
構

想

を

打

ち
出

し

た
。

こ

の
構

想

は

・

ア
メ

リ

カ
合

衆

国

や
ド

イ

ッ
連

邦
共

和

国
を

モ
デ

ル

に
し
た
も

の
で
、

現

在

の
E
U

の
閣
僚

理
賢

会

を
第

.
一
の
立
法

府

と

し
、
加

盟

国

市
民

が
直

接

選

ぶ
欧

州
議
会

を

ド
院
と

す

る
・
.院
制

と

し

、
現

在

の
欧
州

委

員
会

を

両
院

が

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
中

央

政
府

に
し
よ
う
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と

い
う
も

の
。
閣

僚

理
事

会

の
第

、
.
の
伍

法
府

へ
の
改

組

は
、

州

の
代
表

で
構
成

す

る
ド

イ

ツ
の
L

院
を

モ
デ

ル
に
し

て

い
る
。

欧

州

連

邦
化

構

想

は
、

す

で
に

フ
ィ

ッ
シ

ャ
ー
外

相

が

二
〇

〇
〇
年

五

月

に
個

人

的
見

解

と

し

て
提

唱

し

て

い
る

が

、

こ

れ

に
対

し

て
、

ド
イ

ツ
と
提
携

し

て

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
統

合

を
益

導

し

て
き

た

フ
ラ

ン

ス
の
シ

ラ

ク
大
統
領

は
、

翌
六

月

に

ド
イ

ッ
連
邦

議
会

で
超

国

家

機
構

の
考
え

を
否

定

す

る

、
方

で
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
憲
法

の
制
定

を

提
唱

し

て

い
た

。

E

U
が
旧

共
産

圏

を
A
15
め
た
拡
大

圏

に

な

っ
た
場

合

に
ど

の
よ
う

な

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
を
建

設
す

る

の
か
と

い
う

将
来

構

想

が
問

わ

れ

て
き

て
お
り

、
現

実
的

な

ビ

ジ

ョ
ン
を

め
ぐ

る
論

議

が
具

体

的

に
始

ま

っ
た
と

い
え

る
。

、
、○
○

、
年

五

月

、
、八

日
、

フ

ラ

ン

ス

の
ジ

ョ
ス

パ

ン
首

相

は
、

こ
れ

ま

で

の
長

い
沈

黙
を

破

っ
て

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
将

来

構

想

に
触

れ

、
ド

イ

ッ
の
欧

州
連

邦

化
構

想

に

反
対

す

る
意
向

を

表

明

し

た

。

ジ

ョ

ス
パ

ン
首

相

は

、

「連

邦

制

で
、
加

盟

国

が
単

に

ド

イ

ツ
と

か

ア
メ

リ
カ

の
州

と

い

っ
た
地
位

に
成

り

ド

が

り
、
行

政

府

が
欧

州
議

会

か

ら
だ

け

そ

の
正
当

性
を

引
き

出

す

と

い
う

の
で
あ
れ

ば
受

け

入

ゐ
け

り

れ
ら

れ
な

い
」

と

し
、

主
権

を
持

つ
国

民
国

家

か

ら
成

る
連

合

に
す

べ
き

で
あ

る
と

述

べ
た

。

こ

の
ジ

ョ
ス

パ

ン
首

相

の
考

え

方

は
、

二
〇

〇

.
一年

の

フ
ラ

ン

ス

の
大

統

領

選

挙

を

視

野

に
入

れ
た

国

内

向

け

と

い
う

見

方

も

あ

る

が

、
す

で
に

フ
ラ

ン
ス
国
家
計

画

庁

は
、

、
九
九

九
年

に
ジ

ョ
ス
パ

ン
政
権

に
対

し

て
、

E

U
が
一・.○

ヵ
国
近

く

に
拡

大
す

る
事

態

を
前

提

に
、

E

U

の
今

後

の
在

り
方

と

し

て
は
、

国
民

国
家

か
ら
成

る
真

の
連

合
と

い
う
形

で
、
超

国
家

性

と

政
府

間
協

力

の
連

携

が

必
要

で

へ
い

レ

あ
り

、

そ

の
た

め

に
閣

僚
理
事

会

と
欧

州
委

員
会

の
相

乗
効

果

を

求

め

て

い
く

必

要

が
あ

る
と

報
告

し

て
お
り

、
閣

僚

理
事
会

に

ウ

エ
イ

ト
を

置

い
て

い
る
。

中

・
東
欧

諸

国

の
加

盟

に

つ

い
て
は
依

然

と

し

て
様

々
な

困
難

が

予
想

さ
れ

る
が

、

こ

の
統
合

は
も

は

や

中

・
東
欧

{些

諸

国

が

加

盟
す

る

か

ど

う

か

で
は

な

く

、

「
い

つ
、
ど

の
よ

う

に
」
加

盟

す

る
か

の
段

階

で
あ

る
と

す

れ

ば

、
ど

の
よ
う

な

形

の

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
を
建

設

す

る

の
か
そ

の
将
来

像

に

関
わ

る
だ
け

に
、
論
議

は
必

然
的

に
世
界

史

的

な
重

要
性

を
帯

び

て
く

る

こ
と

に
な

ろ
う

。
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注

本

稿

は

、

清

水

嘉

治

・
.石
芹

伸

.

足

し

た

も

の

で
あ

る

。

唄
新

E

U

論

」

(新

評

論

、

、
.
○

○

、
年

)

の

第

三

部

第

...章

E

U
拡

大

圏

の
課

題

を

、
部

訂

、止
、

加

筆

、

補

(
1

)

冒

ロ
評
霧

↓
ω
o
ロ
犀
聾

o。
鴇誤

Φ

Z
①
≦

団
霞

o
℃
Φ
餌
口

国
8

ロ
o
日

完

幻
Φ
鼠
臨
↓①
ρ

O
改

o
a

α
巳

〈
①
「
q。
一蔓

勺
罐

ω
ω
口

㊤
㊤
N

O
・
bの
心
ρ

(
2
)

ま
置
二
〇
'
N
躰
㊤
.

(
3
)

Φ
霞
o
℃
ρ

一
①
㊤
㊤
＼
㎝
＼
①
＼
刈

駐

日

欧

州

委

員

会

代

表

部

。

(
4
)

Φ
⊆
「8

P

お

O
Φ
＼
。。
＼
㊤
＼
一
〇

駐

H
欧

州

委

員

会

代

表

部

.

(
5
)

閏
象

巴

ξ

o
窪

閃
欝

=
僧
邑

o
彗

莫

】)
き
貫

団
第

○
鵠

o
O
団
。。
団
〉
聲

9

Φ
ω
重

喜

・・
受

o
鴎
6
①
b

o
o
o
も

竈

・

(
6

)

二

〇

〇

一
年

・一、月

.
九

日

、

本

校

の
出

雲

助

教

授

と

と

も

に

、

ベ

ル

リ

ン

の

ド

イ

ツ
財

務

省

に

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

政

策

局

の

ゲ

ル

ト

,
ゾ

ー

ペ

(O
【

O
Φ
「恥

ω
き

℃
①
)

副

総

局

長

、

拡

大

問

題

責

任

者

の

フ

ラ

ン

ツ

・
ノ

イ

エ
ダ

i
博

」

(O
戸

閏
冨
コ
N

2
2

Φ
ユ
Φ
「
)
と

会

い
、

中

.
東

欧

諸

国

の

E

U
加

盟

問

題

を

中

心

に
話

を

伺

い
、

ま

た

質

疑

応

答

を

し

た

。

ド

イ

ツ
は

、

歴

史

的

に
も

地

理

的

に
も

中

・
東

欧

と

は

関

係

が

深

い
だ

け

に

E

U

の
東

方

拡

大

の
問

題

は
ド

イ

ツ

に
と

っ
て

重

大

な

関

心

事

で
、

E

U

と

ド

イ

ツ

の
考

え

方

を

ト

ー
、分

に
説

明

し

て

ド

さ

っ
た

。

こ

の
中

で

、

加

盟

に

必

要

な

基

準

の

、
つ
で

あ

る

法

の
支

配

に

関

わ

る
法

体

系

を

め

ぐ

る
交

渉

が

.

.○

○

、
.年

に
終

.ー
す

る
見

通

し

で
あ

る
と

し

、

そ

の
段

階

で

第

一
次

の
加

盟

国

な

ど

加

盟

の
状

況

が
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